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崋山会館と崋山神社　

崋
山
・
万
次
郎
・
諭
吉

元
慶
應
義
塾
大
学
教
授
・
文
学
博
士
　
川
　
澄
　
哲
　
夫

渡
辺
崋
山
は
、
と
び
抜
け
て
時
代
に
先
ん
じ
た
洋
学
者
で
あ
っ
た
。
崋
山
を
読
ん
で
い

る
と
福
沢
諭
吉
や
、
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
「
漂
流
記
」
の
類
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
錯
覚
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
崋
山
は
「
西
洋
は
果
断
之
処
有
レ

之
、
皆
窮
理
（
物
理
ノ
学
）

よ
り
来
候
」
と
書
く
。
福
沢
は
「
西
洋
の
文
明
主
義
と
比
較
し
て
見
る
に
、
東
洋
に
な
き

も
の
は
、
有
形
に
お
い
て
数
理
学
と
、
無
形
に
お
い
て
独
立
心
と
、
こ
の
二
点
で
あ
る
」、

と
論
ず
る
。
表
現
こ
そ
違
え
、
こ
こ
が
両
者
の
西
洋
事
情
の
核
心
で
あ
る
。

崋
山
は
『
外
国
事
情
書
』
の
中
で
、「
物
理
ノ
学
」
の
お
か
げ
で
「
世
界
第
一
ノ
殷い

ん

富ぷ

ノ
国
」
と
な
っ
た
「
レ
ピ
ュ
ブ
レ
ー
キ
」（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
を
紹
介
す
る
。
彼
は
「
君
長
ヲ
相
立
不
レ

申
、
賢
才
ヲ
推

テ
官
長
ト
致
シ
、
共
治

ト
モ
ニ
ヲ
サ
メ
ル

」
と
い
う
「
共
治
ノ
政
」
に
強
く
惹
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
か
ら
十
数
年
後
、
万
次
郎
は
共
和
政
治
州
を
「
国
王
無
之
、
国
中
之
大
政
を
掌
候

ツ
カ
サ
ド
リ

大
統
領
職
を
フ
ラ
ジ
デ
ン
と
申
、

国
中
之
人
民
入い

れ

札ふ
だ

ニ
而
登
職
い
た
し
、
四
年
ニ
て
交
替
致
す
」
と
日
本
に
伝
え
る
。

土
佐
の
漁
師
の
息
子
万
次
郎
は
、
一
八
四
一
年
の
正
月
、
仲
間
と
五
人
で
漁
に
出
て
、
嵐
に
逢
い
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨

船
に
救
助
さ
れ
る
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
団
は
、
北
は
エ
ト
ロ
フ
島
か
ら
南
は
八
重
山
諸
島
に
至
る
、
箱
館
沖
、

能
登
沖
、
対
島
海
峡
な
ど
の
日
本
海
か
ら
仙
台
沖
、
鳥
島
、
小
笠
原
諸
島
ま
で
、
そ
の
帆
布
で
白
く
埋
め
つ
く
し
、
鯨
を

追
い
か
け
て
い
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
難
船
し
た
り
、
食
料
を
求
め
た
り
し
て
上
陸
す
る
者
が
い
た
。
当
然
、
彼
ら
と
鎖

国
日
本
と
の
間
に
、
衝
突
事
件
が
頻ひ

ん

々ぴ
ん

と
起
っ
た
。
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
『
白
鯨
』
の
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
崋

山
の
「
一
変
」
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
団
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
て
い
た
。

崋
山
の
「
貴
国
永
世
の
禁
固
く
…
海
外
諸
国
航
海
の
も
の
、
或
は
漂
蕩
し
、
或
は
薪
水
を
欠
き
…
航
海
に
害
有
事
、
一

国
の
故
を
以
、
地
球
諸
国
に
害
あ
り
…
之
を
人
と
謂
べ
け
ん
や
」（『
慎
機
論
』）
と
い
う
不
安
は
、
日
本
会
談
（
一
八
五
四

年
三
月
八
日
）
で
の
、
ペ
リ
ー
の
第
一
声
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
万
次
郎
が
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
で
ハ
ワ
イ

へ
送
ら
れ
て
き
た
日
は
、
奇
し
く
も
崋
山
が
自
刃
し
た
そ
の
日
で
あ
る
。

万
次
郎
は
、
ア
メ
リ
カ
で
育
て
ら
れ
、
封
建
の
土
佐
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
自
由
な
生
活
を
送
っ
た
。
そ
の
後
、

彼
は
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
乗
り
組
み
、
世
界
を
一
周
す
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
鯨
捕
り
た
ち
が
、
日
本
に
開
国
を
求

め
て
い
る
意
志
を
強
く
感
じ
た
。
彼
は
、「
統
領
江
直
訴
」
し
て
で
も
、
琉
球
あ
た
り
に
、
捕
鯨
船
が
憩
う
こ
と
の
で
き
る

港
を
開
こ
う
と
決
意
し
て
、
帰
国
す
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
ペ
リ
ー
艦
隊
が
や
っ
て
来
た
。

万
次
郎
は
老
中
首
座
阿
部
正
弘
、
海
防
掛
江
川
太
郎
左
衛
門
な
ど
が
列
座
す
る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
が
「
親し

ん

睦ぼ
く

致
し
度
と

の
儀
は
彼
国
積
年
の
宿
願
」
と
語
る
。

日
本
で
は
、
外
国
人
を
「
禽
獣
同
様
に
取
り
扱
う
」
と
い
う
こ
と
が
評
判
に
な
っ
て
い
て
、「
国
内
の
も
の
共
い
づ
れ
も

残
念
」
に
思
っ
て
い
る
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
自
他
之
差
別
な
く
」、
た
と
え
「
通
信
不
致
国
之
も
の
ニ
テ
も
、
難

儀
之
始
末
承
り
候
ヘ
ハ
、
厚
く
撫
恤

ぶ
し
ゅ
つ

（
保
護
）
を
加
へ
候
風
儀
」
の
た
め
、「
御
国
之
御
所
置
を
多
年
不
快
ニ
存
」
じ
て
い

る
。「
通
信
無
之
国
ゆ
へ
自
然
」
そ
う
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
両
国
之
和
親
を
取
繕
度
と
彼
国
人
常
ニ
申
」
し
て
い
る
の

で
あ
る
、
と
訴
え
る
。
万
次
郎
の
「
慎
機
論
」
で
あ
る
。
そ
の
時
江
川
は
、
万
次
郎
の
中
に
在
り
し
日
の
崋
山
を
思
い
浮

か
べ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

翌
年
、
ペ
リ
ー
は
再
度
来
航
し
、
日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
近
代
化
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
崋
山
は
儒
者

と
し
て
死
ん
だ
が
、
万
次
郎
や
諭
吉
よ
り
先
ん
じ
た
近
代
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。



私
は
田
原
町
片
浜
（
現
在
の
田
原
市
片

浜
町
）
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

片
浜
は
、
も
と
も
と
小
さ
な
集
落
で
、
お

寺
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
一
面
観
世
音
菩

薩
を
お
ま
つ
り
し
た
観
音
堂
と
い
う
建
物

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
建
物
に
は
、
渡
辺
崋

山
先
生
が
描
い
た
絵

馬
の
「
馬
図
」
が
奉

納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
重
要
文
化

財
渡
辺
崋
山
関
係
資

料
の
ひ
と
つ
と
し
て

田
原
市
博
物
館
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
音
堂
の
前

に
は
、
田
原
藩
三
宅
家
第
十
一
代
藩
主
の

康
直
公
が
寄
進
し
た
灯
籠
も
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
寄
進
し
た
年
代
は
読
み
取
り
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
五
月
の
寄
進
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
「
馬
図
」
に
は
、
裏
書
が
あ
り
、

そ
れ
を
読
む
と
、
片
浜
の
山
田
姓
六
人
と

小
林
姓
一
人
の
連
名
で
当
時
の
村
人
が
願

主
と
な
り
、
天
保
十
二
年
に
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
、
天
保
十
二
年
十
月
十
一
日
に
は

崋
山
先
生
が
自
決
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

最
晩
年
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
大
き
さ
は
、
縦
三
十
七
セ
ン
チ
、
横

六
十
七
・
五
セ
ン
チ
あ
り
、
材
質
は
、
タ

ン
ス
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
る
軽
い
桐
を
使

っ
て
い
ま
す
。
絵
馬
と
し
て
は
、
五
角
形

の
家
型
で
、
江
戸
時
代
で
す
の
で
、
板
の

上
側
は
屋
根
の
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。
観

音
堂
の
建
物
は
、
昭
和
初
期
と
平
成
に
入

っ
て
か
ら
の
２
回
建
て
替
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
最
初
に
建
て
ら
れ
た
年
は
、
文
化

八
年
（
一
八
一
一
）
で
、
片
浜
の
地
に
、

崋
山
先
生
の
絵
が
地
元
の
公
共
的
な
建
物

に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
誇
る
べ
き
こ
と

で
す
。

昭
和
時
代
に
入
り
、
片
浜
に
は
海
水
浴

場
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
埋
立
地
と

な
り
ま
し
た
が
、
松
林
が
海
岸
線
と
平
行

に
群
立
し
、
海
岸
か
ら
見
渡
す
と
、
沖
に

は
姫
島
、
右
手
に
は
笠
山
、
振
り
返
る
と

蔵
王
山
が
あ
り
、
岩
場
で
は
海
藻
や
小
魚

が
群
れ
、
夏
に
は
、
小
学
校
の
水
泳
訓
練

や
海
水
浴
を
楽
し
む
人
々
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
姫
島
の
あ
さ
り
採
り

や
ナ
マ
コ
漁
も
一
時
は
盛
ん
で
し
た
。
観

音
堂
の
す
ぐ
近
く
に
今
で
も
清
水
が
湧
き

出
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
海
水
浴
に
来
る

人
達
も
喉
の
渇
き
を
癒
す
場
所
で
し
た
。

そ
の
場
所
に
崋
山
先
生
の
絵
馬
が
奉
納
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。

私
は
現
在
、
田
原
藩
校
成
章
館
跡
に
建

て
ら
れ
た
田
原
中
部
小
学
校
区
に
住
ん
で

い
ま
す
。
崋
山
が
飢
饉
対
策
を
乗
り
切
る

た
め
に
建
設
を
提
案
し
た
報
民
倉
、
晩
年

を
暮
ら
し
た
池
ノ
原
公
園
、
崋
山
神
社
な

ど
も
す
ぐ
近
く
で
す
。
亡
く
な
っ
た
父
も

崋
山
先
生
の
顕
彰
活
動
に
努
め
、
私
も
そ

の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
崋
山
先
生
の
顕

彰
を
目
的
と
す
る
財
団
法
人
崋
山
会
で

は
、
小
学
生
で
も
読
め
る
『
少
年
物
語
渡

辺
崋
山
』
を
刊
行
し
、
平
成
二
十
年
か
ら

は
市
内
小
学
校
六
年
生
全
員
へ
の
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
崋
山
先

生
を
郷
土
の
偉
人
と
し
て
身
近
に
感
じ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
国
を
愛
し
、
親
を
思

い
、
世
の
人
々
の
た
め
に
尽
く
す
と
い
う

そ
の
行
動
は
、
た
ゆ
ま
な
い
努
力
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
、
多
く
の
も
の
を
残
し
、
学
ぶ

姿
勢
を
示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
渡
辺
崋

山
先
生
を
尊
敬
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
田

原
の
地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。
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田
原
市
指
定
文
化
財
　
臨
e
仇
英
洗
硯
之

図文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

絹
本
着
色

縦
一
一
七
・
三
㎝
　
横
六
四
・
五
㎝

田
原
市
博
物
館
蔵

山
の
周
り
を
瑞
雲
が
た
な
び
き
、
下
り

落
ち
る
溪
水
は
流
れ
て
池
を
作
っ
て
い

る
。
そ
し
て
松
の
下
に
机
を
置
き
小
憩
し

て
い
る
王お

う

羲ぎ

之し

と
、
そ
の
側
で
扇
を
持
つ

侍
童
、
池
畔
で
硯
を
洗
う
童
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
画
は
中
国
故
事
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

会か
い

稽け
い

の
s
山

し
ゅ
う
ざ
ん

の

下
で
王
羲
之
が
硯
を
洗
い
、
こ
の
池
を
洗

硯
池
と
称
し
た
場
面
で
あ
る
。
現
在
は

「
洗
硯
池
公
園
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
観

光
名
所
に
な
っ
て
お
り
、
近
く
に
は
王
羲

之
故
居
も
一
九
九
〇
年
に
建
て
ら
れ
て
い

る
。
洗
硯
池
の
北
に
は
面
積
一
五
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
の
台
が
あ
り
、
王
羲
之
は
こ
こ

で
書
を
干
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

こ
の
原
画
は
中
国
、
明
時
代
の
仇
英
の

作
品
で
、
田
原
藩
御
納
戸
文
庫
に
あ
っ
た

も
の
を
文
政
元
年
に
藩
主
康
和
の
お
供
で

渡
辺
崋
山
が
田
原
に
来
た
折
に
摸
写
し
、

江
戸
へ
帰
っ
て
か
ら
翌
年
、
需
要
に
応
じ

て
揮
毫
し
た
作
品
で
あ
る
。
繊
細
な
筆
致

に
崋
山
二
十
七
歳
、
若
き
日
の
研
鑚
ぶ
り

が
う
か
が
わ
れ
る
。

仇
英
は
、
明
代
中
期
の
画
家
で
、
四
十

歳
で
亡
く
な
っ
た
。
江こ

う

蘇そ

省し
ょ
う

の
人
で
、
呉

県
（
江
蘇
省
蘇
州
）
で
暮
ら
し
、
は
じ
め

は
漆
工
で
あ
っ
た
。
人
物
・
仕
女
図
な
ど

が
得
意
で
、
作
品
の
主
題
は
伝
統
的
な
青

緑
山
水
の
形
式
に
よ
る
山
水
・
楼
閣
の
中

に
仕
女
や
美
人
を
配
し
、
賦
彩
の
美
し
さ

と
細
密
な
描
写
を
特
色
と
し
て
い
る
。
市

井
の
職
業
画
家
と
し
て
は
珍
し
く
蘇
州
の

文
人
画
壇
と
も
交
渉
が
あ
っ
た
。
呉
派
の

文
人
画
家
と
の
相
互
の
影
響
が
認
め
ら
れ

る
。
代
表
作
は
、
台
北
の
故
宮
博
物
院
に

納
め
ら
れ
て
い
る
『
仙
山
楼
閣
図
』、『
修

禊
図
』
な
ど
が
あ
る
。
崋
山
は
こ
の
仇
英

の
画
風
を
よ
く
写
し
取
っ
て
い
る
。

田
原
市
博
物
館
学
芸
員
　
磯
部
奈
三
子
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註
ニ
曰
、「
予
此
行
ヨ
リ
欧
邏
巴
ニ
帰
リ
聞
ク
ニ
、「
カ
ー
メ
ル
ベ
ル
　
レ
ツ
ワ
ソ
コ
ヂ
ァ
カ
」

ニ
逗
留
ノ
中
ニ
、
一
隊
ノ
兵
ヲ
遣
リ
テ
、
日
本
ノ
北
辺
ヲ
侵
シ
タ
リ
ト
。
然
レ
ド
モ
、
其
兵

保
続
ノ
企
ナ
ク
、
唯
「
ア
ニ
ワ
」
湾
ノ
日
本
会
所
、
及
蝦
夷
島
ノ
北
隅
ヲ
剽
シ
タ
ル
而
巳
」

〈
是
即
、
文
化
中
「
ヱ
ト
ロ
フ
」
ノ
フ
ー
レ
ベ
ツ
御
番
所
ヲ
焼
キ
タ
ル
事
ニ
御
座
候
〉。
又
魯
西
亜
人
モ
ー

ル
陳
情
表
ニ
、「
蝦
夷
地
ハ
産
物
無
之
、
カ
ム
シ
チ
ャ
ツ
カ
同
様
ノ
痩
地
ニ
付
、
縦
合
戦
仕
候

ト
モ
、
諸
軍
用
ニ
引
合
不
申
〈
中
略
〉、
唐
山
ト
合
戦
仕
候
事
ハ
幸
福
ニ
モ
相
成
、
且
ハ
難
事

ニ
モ
無
之
、」
云
々
。〈
此
唐
山
ニ
流
涎
仕
候
義
、
往
々
蘭
人
ド
モ
申
候
ヨ
シ
。
乍
去
、
此
陳
情
表
ハ
権
便

多
ク
候
間
、
尽
ク
ハ
信
ジ
ガ
タ
ク
候
。〉
且
又
慥
ナ
ル
義
ハ
無
之
候
得
共
、「
シ
ー
ボ
ル
ト
」
帰
国
ノ

上
、
物
理
学
ノ
「
ホ
ー
グ
レ
ー
ラ
ー
ル
」〈
学
頭
ト
申
事
ニ
御
座
候
〉
ト
相
成
、
魯
西
亜
ヘ
貰
ハ

レ
、
引
移
リ
候
ヨ
シ
、
風
説
承
リ
候
。
又
英
吉
利
亜
人
、
日
本
近
キ
海
島
ヲ
見
出
仕
、
コ
レ

ニ
拠
リ
候
由
、
一
昨
年
中
参
リ
候
蘭
人
ヲ
ル
フ
ト
申
者
、
話
仕
旨
、
風
説
承
リ
候
。

な
お
右
の
註
に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
自
分
が
今
回
の
世
界
周
航
を

終
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰
国
し
て
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
か
つ
て
日
本
特
使
を
つ
と
め
た

侍
従
職
レ
ザ
ノ
フ
が
、
ア
ラ
ス
カ
に
い
た
り
、
湾
内
の
カ
デ
ア
ク
島
に
滞
在
中
、
一
部
隊

を
派
遣
し
て
日
本
の
北
辺
を
侵
略
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
部
隊
を

持
続
的
に
同
地
に
駐
屯
さ
せ
よ
う
と
は
せ
ず
、
た
だ
ア
ニ
ワ
湾
に
あ
る
日
本
会
所
、
お
よ

び
蝦
夷
島
（
北
海
道
）
の
北
隅
を
お
そ
っ
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
」﹇
こ
れ
は
、
文
化
年
間

（
文
化
四
年
＝
一
八
○
七
）、
エ
ト
ロ
フ
島
の
フ
レ
ー
ベ
ツ
（
振
別
）
ノ
番
所
を
ロ
シ
ア
人

が
焼
き
討
ち
し
た
と
き
の
こ
と
を
指
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。﹈
ま
た
ロ
シ
ア
人
モ
ー
ル
の

陳
情
表
を
見
ま
す
と
、「
蝦
夷
地
は
産
物
が
な
く
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
同
様
の
や
せ
地
な
の
で
、

た
と
え
武
力
に
よ
っ
て
奪
っ
て
み
て
も
、
軍
費
に
ひ
き
あ
わ
な
い
。
唐
山
（
中
国
）
と
戦
争

し
、
そ
の
領
土
を
奪
っ
た
方
が
有
利
で
あ
り
、
か
つ
容
易
で
も
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。﹇
ロ
シ
ア
人
が
唐
山
の
領
土
に
野
望
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
も
し

ば
し
ば
申
し
て
い
る
よ
し
。
し
か
し
、
モ
ー
ル
の
陳
情
表
は
、
か
れ
自
身
に
都
合
の
よ
い

記
述
が
多
い
の
で
、
す
べ
て
が
か
な
ら
ず
し
も
信
用
が
お
け
ま
せ
ん
。﹈
な
お
ま
た
た
し
か

な
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
帰
国
の
の
ち
、
物
理
学
の
ホ
ー
グ
レ
ー
ラ

ー
ル
（
教
授
）
と
し
て
、
ロ
シ
ア
に
招
か
れ
、
同
地
に
移
っ
た
と
の
う
わ
さ
を
耳
に
し
ま
し

た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
日
本
近
海
に
島
を
発
見
し
て
、
占
領
し
た
よ
し
、
一
昨
年
長
崎

の
商
館
に
赴
任
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ヲ
ル
フ
と
い
う
者
が
、
こ
の
こ
と
を
告
げ
た
と
い
う

う
わ
さ
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

右
之
通
、
諸
国
ノ
気
息
ヲ
窺
ヒ
、
地
理
に
審
明
仕
、
欧
邏
巴
諸
国
盟
会
ヲ
以
声
気
ヲ
通
、

天
下
ヲ
牢
絡
仕
候
故
、
本
国
ノ
離
合
ニ
因
テ
、
害
、
万
国
ニ
及
候
事
不
少
。「
ホ
ナ
パ
ル
テ
」

大
乱
之
節
、
亜
墨
利
加
・
諸
印
度
、

ニ
亜
細
亜
諸
島
戦
争
ニ
及
候
義
、
文
化
度
之
風
説
ニ

モ
有
之
通
ニ
御
坐
候
。

一
　
欧
邏
巴
諸
国
ノ
内
、
□
皇
国
ニ
関
係
仕
候
ハ
、
英
吉
利
亜
・
魯
西
亜
二
国
ニ
付
、
肝
要

ノ
条
バ
カ
リ
箇
条
ニ
認
、
奉
差
上
候
。

英
吉
利
亜
、
一
ハ
大コ

ロ

貌ー
ト

利フ
リ

太タ

尼ニ

亜ア

ト
称
ス
。
英
吉
利
亜
ハ
本
地
ノ
名
ニ
テ
、
接
壌
ノ
国
思ス

可コ

斉シ

亜ヤ

ヲ
併
セ
、
コ
レ
ヲ
大
貌
利
太
尼
亜
ト
名
ケ
、
其
後
海
ヲ
隔
テ
タ
ル
依
而

イ

ー

ル

蘭ラ
ン

土ド

ト
申
国

ヲ
併
セ
候
。
故
ニ
（
其
王
ヲ
）
大
貌
利
太
尼
亜
及
依
而
蘭
土
合
国
ノ
王
ト
称
シ
申
候
。

右
の
と
お
り
、
西
洋
人
は
諸
外
国
の
国
情
を
う
か
が
い
、
地
理
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

う
え
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
同
盟
を
結
び
、
た
が
い
に
情
報
を
交
換
し
て
、
世
界
を
自
由
に

あ
や
つ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
間
で
の
離
合
集
散
が
万
国
に
害

を
及
ぼ
す
、
と
い
っ
た
例
が
す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
さ
い
、
ア
メ

リ
カ
・
諸
イ
ン
ド
な
ら
び
に
ア
ジ
ア
諸
島
が
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
た
こ
と
は
、
文
化
年
間

（
一
八
○
四
〜
一
八
）
の
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
う
ち
、
と
く
に
日
本
に
関
係
が
深
い
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
シ

ア
の
両
国
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
両
国
に
つ
い
て
重
要
な
事
柄
だ
け
を
、
箇
条
書
き
に
記

し
て
、
お
目
に
か
け
る
こ
と
に
し
ま
す
。

ま
ず
イ
ギ
リ
ス
、
同
国
は
、
一
名
、
ゴ
ロ
ー
ト
ブ
リ
タ
ニ
ヤ
（
大
ブ
リ
タ
ニ
ヤ
）
と
申
し

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
と
は
本
国
の
名
で
、
隣
国
の
ス
コ
シ
ヤ
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
を
あ
わ
せ

て
、「
ゴ
ロ
ー
ト
ブ
リ
タ
ニ
ヤ
」
と
名
づ
け
、
そ
の
後
、
海
を
隔
て
た
イ
ー
ル
ラ
ン
ド
（
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
）
と
い
う
国
を
併
合
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
国
王
の
こ
と
を
、「
ゴ
ロ
ー
ト
ブ

リ
タ
ニ
ヤ
お
よ
び
イ
ー
ル
ラ
ン
ド
合
国
の
王
」
と
称
し
ま
す
。

東
経
八
度
ヨ
リ
十
九
度
ニ
亘
リ
、
北
緯
五
十
度
ヨ
リ
六
十
度
ニ
亘
ル
。
英
吉
利
亜
ハ
方
積

二
千
四
百
四
十
八
里
〈
独
逸
里
法
、
下
同
ジ
〉、
思
可
斉
亜
ハ
千
六
百
三
十
四
里
、
依
而
蘭
土
ハ

千
五
百
十
三
里
、
大
抵
□
皇
国
ノ
大
ニ
比
シ
可
申
候
。

其
国
ハ
□
皇
国
ヲ
去
ル
コ
ト
、
直
経
ニ
仕
、
大
凡
五
千
里
〈
皇
国
ノ
里
数
〉
モ
相
隔
リ
、

合

ノ
国
ニ
御
座
候
。
緯
度
ハ
蝦
夷
地
ヨ
リ
一
度
北
ノ
方
ニ
御
座
候
得
共
、
蝦
夷
地
ヨ
リ
春

色
早
く
催
シ
候
由
。
乍
去
、
秋
冬
長
ク
、
春
夏
短
ク
、
□
皇
国
ニ
比
ス
レ
バ
、
極
寒
ノ
地
ニ
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候
得
共
、
気
候
順
道
ニ
テ
、
金
銀
・
葡
萄
酒
・
塩
ノ
外
、
生
産
ノ
物
尽
生
ゼ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

良
馬
・
銅
・
錫
ヲ
出
シ
、

毛
世
ニ
貴
重
ス
。〈
按
ズ
ル
ニ
、
大
小
麦
尤
多
、
麦
酒
・
林
檎
酒
・
梨
酒
、

最
好
シ
。
又
「
カ
ラ
メ
ル
ス
」
ニ
云
、
此
地
多
霧
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
終
日
大
陽
ヲ
見
ザ
ル
コ
ト
ア
リ
。
牧
野
終
歳

青
緑
也
。
銀
銅
鉄
ニ
乏
シ
。「
ブ
ー
ラ
ン
ズ
ソ
ン
」
ニ
云
、
此
国
属
領
ノ
地
多
キ
ヲ
以
テ
、
豊
饒
ノ
地
ニ
マ
サ

ル
。〉国

土
の
規
模
は
、
東
経
八
度
か
ら
十
九
度
、
北
緯
五
十
度
か
ら
六
十
度
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
イ
ギ
リ
ス
は
、
面
積
二
四
四
八
里
﹇
ド
イ
ツ
の
里
法
。
以
下
お
な
じ
﹈、
ス
コ

シ
ヤ
は
一
六
三
四
里
、
イ
ー
ル
ラ
ン
ド
は
一
五
一
三
里
で
、
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
、
日
本

と
お
な
じ
く
ら
い
の
広
さ
で
す
。

こ
の
国
は
、
日
本
か
ら
直
線
距
離
で
、
お
お
よ
そ
五
千
里
〔
日
本
の
里
数
〕
も
隔
た
り
、

日
本
と
は
地
球
の
反
対
側
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
緯
度
は
、
蝦
夷
地
よ
り
一
度

北
の
方
に
よ
っ
て
い
ま
す
が
、
蝦
夷
地
よ
り
早
く
春
が
来
る
よ
し
。
し
か
し
、
秋
冬
が
長

く
、
春
夏
が
短
く
、
日
本
に
比
す
れ
ば
、
極
寒
の
地
と
い
え
ま
す
が
、
気
候
が
順
調
で
、

金
・
銀
・
ぶ
ど
う
酒
・
塩
の
ほ
か
は
、
産
物
で
生
産
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
良

馬
・
銅
・
錫
を
出
し
、
な
か
で
も
毛
織
物
は
世
界
で
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。﹇
お
も
う
に
、

同
国
は
大
小
麦
の
生
産
が
も
っ
と
も
多
く
、
麦
酒
・
り
ん
ご
酒
・
梨
酒
が
最
良
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
『
カ
ラ
メ
ル
ス
』（
青
地
林
宗
訳
『
輿
地
志
略
』）
に
は
「
同
地
は
多
霧
に

よ
り
終
日
太
陽
が
見
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
牧
野
は
年
中
青
緑
を
な
す
。
銀
・
銅
・
鉄
に

土
地
も
乏
し
い
」
と
あ
り
ま
す
。『
ブ
ー
ラ
ン
ズ
ゾ
ー
ン
』
に
は
「
こ
の
国
は
属
領
ガ
多
い

の
で
、
豊
饒
の
国
に
ま
さ
る
」
と
あ
り
ま
す
﹈

属
領
ノ
地
ハ
、
欧
邏
巴
洲
ニ
在
テ
ハ
、
ギ
ブ
ラ
ル
タ
ル
城
・
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ド
島
・
マ
ル
タ

島
・
ゴ
ッ
ソ
島
。〈
按
ズ
ル
、
独
逸
国
ノ
王
国
「
ハ
ノ
ー
フ
ル
」
モ
、
又
英
吉
利
亜
ニ
属
ス
。〉
亜
細
亜
洲

ニ
在
テ
ハ
、「
ベ
ン
ガ
レ
ン
」「
バ
ハ
ル
」「
ヲ
リ
ッ
サ
」「
ボ
ム
バ
イ
」「
コ
ロ
マ
ン
テ
ル
」
ノ

一
部
、「
マ
ラ
バ
ル
」
ノ
一
部
、「
セ
イ
ロ
ン
」
ノ
一
部
、「
シ
ュ
マ
ダ
ラ
」
ノ
一
部
、「
ホ
ル
ネ

ヲ
」
ノ
一
部
、「
プ
リ
ン
ス
　
ワ
ー
レ
ン
島
」。
亜
弗
利
加
ニ
ア
リ
テ
、「
セ
ネ
ガ
ム
ビ
ヤ
」、
ビ

ュ
ラ
ム
島
、「
ゴ
ウ
ト
」
島
及
ス
ラ
ー
ヘ
ン
島
ノ
諸
島
、「
シ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
」
島
、
喜
望
峰
、
マ

ス
カ
レ
ニ
諸
島
、「
イ
ス
レ
デ
　
フ
ラ
ン
セ
」、「
マ
ー
ヘ
」
ノ
諸
島
也
。
亜
墨
利
加
ニ
在
テ
ハ
、

「
ヒ
ュ
ッ
ト
ソ
ン
ス
」、「
ラ
ブ
ラ
ー
ト
ル
」
諸
島
、「
ニ
ー
ウ
ワ
ー
レ
ス
」
ノ
諸
島
、「
テ
ル
レ

ネ
ウ
フ
」、「
ニ
ー
ウ
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ト
」、「
ブ
レ
ト
ン
」、「
ニ
ー
ウ
　
フ
リ
ュ
ン
ス
ウ
ェ
イ

キ
」、「
カ
ナ
ー
タ
」
ノ
一
部
、「
ニ
ー
ウ
　
ア
ル
ビ
ヲ
ン
」
ノ
新
国
、「
デ
メ
ラ
リ
」、「
エ
ッ
セ

ク
ェ
ボ
」、「
ベ
ル
ビ
セ
」、
又
「
ヤ
マ
イ
カ
島
」、「
バ
ル
バ
ド
ス
島
」、
ラ
ト
リ
ニ
ダ
ド
島
、

「
ク
レ
ナ
ダ
島
」、「
ヒ
ン
セ
ン
ト
島
」、「
ド
ミ
ン
カ
島
」、「
ア
ン
チ
グ
ア
島
」、
シ
ン
ト
リ
ュ
シ

ー
島
、
タ
バ
コ
島
、「
バ
ナ
マ
」、
又
名
「
リ
ュ
カ
イ
」
諸
島
、「
ベ
ル
ミ
ュ
ト
」
諸
島
。

属
領
の
地
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
内
部
で
は
、
ギ
ブ
ラ
ル
タ
ル
（
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
）
要
塞
、

北
海
の
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ド
島
、
地
中
海
の
マ
ル
タ
島
、
ゴ
ッ
ソ
島
お
よ
び
コ
ミ
ノ
島
〔
お
も
う

に
、
ド
イ
ツ
国
内
の
王
国
ハ
ノ
ー
ブ
ル
も
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
属
し
ま
す
〕。
ア
ジ
ア
に
あ
っ
て
は
、

ベ
ン
ガ
レ
ン
（
ベ
ン
ガ
ル
）、
バ
ハ
ル
（
ビ
ハ
ー
ル
）、
ヲ
リ
ツ
サ
、
ボ
ム
バ
イ
（
ボ
ン
ベ
イ
）、

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
の
一
部
、
マ
ラ
バ
ル
の
一
部
、
セ
イ
ロ
ン
の
一
部
、
シ
ュ
マ
ダ
ラ
（
ス
マ
ト

ラ
）
の
一
部
、
ボ
ル
ネ
オ
の
一
部
、
プ
リ
ン
ス
＝
ワ
ー
レ
ン
島
（
プ
リ
ン
ス
＝
オ
ブ
＝
ウ
ェ
ー

ル
ズ
島
）。
ア
フ
リ
カ
に
あ
っ
て
は
、
ゼ
ネ
ガ
ム
ビ
ヤ
、
ビ
ュ
ラ
ム
島
、
ゴ
ウ
ト
島
（
黄
金
海

岸
）、
ス
ラ
ー
ヘ
ン
島
（
奴
隷
海
岸
）、
シ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
（
セ
ン
ト
＝
ヘ
レ
ナ
島
）、
喜
望
峰
、
マ

ス
カ
レ
ニ
諸
島
、
イ
ス
レ
デ
＝
フ
ラ
ン
セ
、
マ
ー
ヘ
の
諸
島
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に

あ
っ
て
は
、
ヒ
ュ
ッ
ト
ソ
ン
ス
（
ハ
ド
ソ
ン
湾
）、
ラ
ブ
ラ
ー
ト
ル
諸
島
（
ラ
ブ
ラ
ド
ル
半
島
）、

ニ
ー
ウ
ワ
ー
レ
ス
の
諸
島
、
テ
ル
レ
ネ
ウ
フ
（
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
島
）、
ニ
ー
ウ
＝
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ト
（
ノ
バ
ス
コ
シ
ア
）、
ブ
レ
ト
ン
（
ケ
ー
ブ
ブ
レ
ト
ン
島
）、
ニ
ー
ウ
＝
フ
リ
ュ
ン
ス

ウ
ェ
イ
キ
（
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ス
ウ
イ
ッ
ク
）、
カ
ナ
ダ
の
一
部
、
ニ
ー
ウ
ア
ル
ビ
ヲ
ン
（
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
北
部
海
岸
ノ
地
名
）
の
新
国
、
デ
メ
ラ
リ
（
南
ア
メ
リ
カ
、
ガ
イ
ア
ナ
の
地
名
）、
エ
ッ

セ
ク
ェ
ボ
（
同
上
）、
ベ
ル
ビ
セ
（
同
上
）、
ま
た
ヤ
マ
イ
カ
島
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
島
）、
バ
ル
バ
ド

ス
島
、
ラ
＝
ト
リ
ニ
ダ
ド
島
、
グ
レ
ナ
ダ
島
、
ピ
ン
セ
ン
ト
島
、
ド
ミ
ン
カ
島
（
ド
ミ
ニ
カ

島
）、
ア
ン
チ
グ
ア
島
、
シ
ン
ト
リ
ュ
シ
ー
島
（
セ
ン
ト
＝
ル
シ
ア
島
）、
タ
バ
コ
島
（
ト
バ
ゴ
島
）、

バ
ナ
マ
（
バ
ハ
マ
）、
ま
た
の
名
リ
ュ
カ
イ
諸
島
、
ベ
ル
ミ
ュ
ト
諸
島
（
以
上
、
西
イ
ン
ド
諸
島
）。

亜ア

烏ウ

斯ス

答タ

刺ラ

利リ
ー

ニ
在
テ
ハ
、
英
吉
利
亜
人
検
出
ノ
諸
島
尤
多
、
中
就
ク
新
阿
蘭
陀
東
浜
広
大

ニ
御
座
候
〈
千
八
百
二
十
四
年
ノ
略
史
〉。
是
ハ
大
概
ヲ
記
タ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
其
上
近
来
ハ
益
多
相

成
候
由
。
其
中
北
亜
米
利
加
ノ
領
地
ハ
大
抵
清
国
ノ
大
ニ
比
シ
、
新
和
蘭
ハ
此
節
民
ヲ
移
シ
、

開
拓
中
ニ
可
有
之
、
一
書
ニ
〈
地
学
示
蒙
、
千
八
百
二
十
年
ノ
刻
、
文
政
三
年
〉「
シ
ド
ネ
イ
」
府
ニ

ー
ウ
ソ
イ
ト
ワ
リ
ュ
ス
、
好
港
、
学
館
及
風
説
書
ノ
板
工
ア
リ
。
一
書
ニ
〈
千
八
百
二
十
四
年
ノ

史
〉
シ
ド
ネ
イ
、
英
吉
利
斯
亜
新
植
民
ノ
惣
府
、
人
口
二
万
六
百
ア
リ
。
千
八
百
十
五
年
南
北

一
路
ヲ
開
通
シ
、
其
間
六
ヶ
月
ヲ
経
ル
。
奥
地
人
蹟
ナ
ク
、
唯
鳥
獣
ア
リ
、
云
々
。
又
東
印

度
領
最
広
シ
テ
殷
富
ノ
地
、
英
吉
利
亜
ノ
外
府
ニ
御
座
候
。

ア
ウ
ス
タ
ラ
リ
ー
（
オ
セ
ア
ニ
ア
州
）
に
あ
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
発
見
し
た
島
々
が
も

っ
と
も
多
く
、
な
か
で
も
新
オ
ラ
ン
ダ
（
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
の
東
海
岸
の
広
大
な
地

を
占
拠
し
て
お
り
ま
す
﹇
一
八
二
四
年
の
『
略
志
』﹈。
以
上
は
、
大
体
の
と
こ
ろ
を
記
し
た
だ

け
で
、
近
来
は
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
ま
す
ま
す
植
民
地
が
増
加
し
て
い
る
よ
し
。
そ
の
う

ち
、
北
ア
メ
リ
カ
の
領
地
は
、
清
国
と
ほ
ぼ
同
面
積
で
あ
り
、
ま
た
新
オ
ラ
ン
ダ
は
こ
の

節
植
民
し
、
土
地
を
開
拓
中
の
よ
う
す
で
あ
り
ま
す
。
一
書
﹇『
地
学
示
蒙
』、
一
八
二
四
年
刊

行
、
文
政
三
年
﹈
に
よ
れ
ば
、「
シ
ド
ネ
イ
府
の
ニ
ー
ウ
ソ
イ
ト
ワ
リ
ュ
ス
、（「
ニ
ュ
ー
＝
サ
ウ
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ス
＝
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
、
シ
ド
ニ
ー
」
の
誤
り
）、
良
港
、
学
校
お
よ
び
新
聞
刊
行
所
あ
り
」
と
あ

り
、
ま
た
他
書
﹇
一
八
二
四
年
の
『
略
志
』﹈
に
は
、「
シ
ド
ネ
イ
、
イ
ギ
リ
ス
新
植
民
地
の
総

府
、
人
口
二
万
六
○
○
あ
り
。
一
八
一
五
年
に
南
北
縦
貫
道
路
を
開
通
。
そ
の
間
、
六
ヶ

月
の
日
数
を
要
す
。
奥
地
は
人
跡
未
踏
で
、
た
だ
鳥
獣
あ
る
の
み
」
云
々
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
東
イ
ン
ド
領
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
中
、
も
っ
と
も
広
く
、
か
つ
富
堯
の
地
で
、

イ
ギ
リ
ス
の
宝
庫
と
い
え
ま
す
。

千
八
百
二
十
六
年
ノ
史
ニ
ハ
、
本
国
人
口
千
七
百
七
十
万
六
千
人
〈
ブ
ー
ラ
ン
ズ
ゾ
ン
、
千
八

百
二
十
六
年
、
文
政
九
年
〉、
千
八
百
三
十
四
年
ノ
史
ニ
ハ
、
千
七
百
十
七
万
六
千
人
〈
ニ
ュ
ー
ヱ

ン
ホ
イ
ス
〉、
年
々
他
国
ニ
人
民
ヲ
移
シ
、
千
八
百
二
十
五
年
ニ
ハ
一
万
四
千
八
百
人
ヲ
計
フ
、

云
々
。
右
之
通
本
国
ノ
人
別
減
ジ
候
ハ
、
全
民
ヲ
移
シ
候
事
ト
相
見
ヘ
、
千
八
百
三
十
五
、

六
年
ノ
頃
、
新
和
蘭
ヘ
罪
人
千
人
相
移
候
処
、
五
百
人
程
難
風
ニ
遭
ヒ
、
行
方
不
相
分
義
モ

有
之
候
。
属
領
ノ
人
口
ハ
七
千
四
百
二
十
四
万
人
〈
フ
ラ
ン
ズ
ゾ
ン
〉、
一
億
零
三
千
一
百
四
十

人
〈
ニ
ュ
ー
ヱ
ン
ホ
イ
ス
〉、
此
ヲ
以
テ
考
候
得
バ
、
属
領
ノ
数
益
増
多
ニ
相
成
候
。〈
千
八
百
二
十

四
年
ノ
略
史
ニ
、
一
億
五
百
五
十
八
万
人
ト
数
ヘ
候
ハ
、
全
属
領
ヲ
合
算
致
候
数
ニ
候
得
共
、
審
ナ
ラ
ズ
候
ニ

付
、
本
文
ニ
認
不
申
候
。〉

一
八
二
六
年
ノ
記
録
に
は
、「
イ
ギ
リ
ス
本
国
人
口
一
七
七
○
万
六
○
○
○
」﹇『
ブ
ー
ラ

ン
ズ
ゾ
ン
』、
一
八
二
六
年
、
文
政
九
年
刊
行
﹈
と
あ
り
、
一
八
三
四
年
の
記
録
に
は
、「
一
七
一

七
万
六
○
○
○
人
、
年
々
他
国
に
人
民
を
移
し
、
一
八
二
五
年
に
は
、
そ
の
数
、
一
万
四

八
○
○
人
を
か
ぞ
う
」
云
々
と
あ
り
ま
す
﹇『
ニ
ュ
ー
ヱ
ン
ホ
イ
ス
』﹈。
右
の
と
お
り
本
国
の

人
口
が
減
少
し
た
の
は
、
ま
っ
た
く
植
民
の
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
八
三
五
、
六
年
の

こ
ろ
、
新
オ
ラ
ン
ダ
に
罪
人
千
人
を
移
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
五
百
人
ほ
ど
が
遭

難
し
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
属
領
の
人
口
は
七
四
二
四
万

人
﹇『
ブ
ー
ラ
ン
ズ
ゾ
ン
』﹈。
と
も
あ
り
、
ま
た
一
億
三
一
四
○
人
﹇『
ニ
ュ
ー
ヱ
ン
ホ
イ
ス
』﹈
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
属
領
の
数
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。﹇
一
八
二
四
年
の
『
略
志
』
に
一
億
五
五
八
万
人
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
お

そ
ら
く
属
領
の
人
口
を
す
べ
て
合
算
し
た
数
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
詳
細
な
こ
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
文
に
認
め
る
こ
と
は
避
け
ま
し
た
。﹈

風
俗
ハ
最
機
巧
ニ
長
ジ
、
工
芸
ヲ
勉
ム
。
製
造
ス
ル
所
ノ
奇
器
又
ハ
産
物
、
万
国
ニ
輸
送

シ
テ
、
本
国
乏
シ
キ
ニ
到
ラ
ズ
。
コ
レ
ヲ
以
テ
年
々
移
民
ア
レ
ド
モ
、
蕃
息
ス
ル
コ
ト
多
シ
。

又
商
賈
ヲ
専
ト
致
、
其
上
文
学
ヲ
勤
メ
、
静
謐
ヲ
楽
ム
。
下
賤
ノ
人
ハ
闘
争
ヲ
好
ミ
、
外
国

ノ
人
ヲ
蔑
如
ス
〈
千
八
百
二
十
四
年
略
史
〉。
工
技
ニ
敏
巧
ニ
、
記
誦
ヲ
勧
メ
、
道
理
ヲ
研
窮
ス
。

然
ド
モ
、
其
庸
俗
ハ
軽
躁
ニ
シ
テ
、
他
邦
ノ
人
ヲ
卑
視
ス
ル
ノ
失
ア
リ
〈
地
学
示
蒙
〉。〈
按
ズ
ル
、

北
方
思
可
斉
亜
ノ
人
ハ
強
壮
、
依
而
蘭
土
人
ハ
容
貎
尤
美
ニ
シ
テ
、
強
壮
敏
健
ナ
レ
ド
モ
、
獰
悪
奸
邪
ノ
モ
ノ

間
コ
レ
ア
リ
、
又
一
書
ニ
、
コ
レ
ヲ
御
ス
ル
ノ
宜
キ
ヲ
失
ス
ル
、
仇
ヲ
ナ
シ
易
シ
（
諸
志
同
ジ
）。〉

宗
門
ハ
ヒ
ス
コ
ッ
フ
宗
〈
地
学
示
蒙
〉、
ゲ
レ
ホ
ル
メ
ー
ル
デ
宗
（
略
史
）、〈
按
ズ
ル
、「
ヒ
ス
コ

ッ
フ
」
ハ
教
官
ノ
名
、
地
学
示
蒙
ノ
誤
リ
ニ
テ
可
有
之
候
。〉
邏
瑪
宗
ハ
依
而
蘭
土
ニ
多
シ
（
略
史
）。

二
宗
共
、
皆
邪
宗
ノ
一
派
ニ
御
座
候
。
寺
院
ハ
千
二
百
五
十
ヶ
所
ア
リ
〈
ニ
ュ
ー
ヱ
ン
ボ
イ
ス
〉。

イ
ギ
リ
ス
人
の
国
民
性
に
つ
い
て
、
一
八
二
四
の
『
略
志
』
に
は
、「
そ
の
風
俗
は
も
っ

と
も
機
巧
に
長
じ
、
工
芸
を
勉
む
。
製
造
す
る
と
こ
ろ
の
奇
器
ま
た
は
産
物
、
万
国
に
輸

送
し
て
、
本
国
乏
し
き
に
到
ら
ず
。
こ
れ
を
も
っ
て
年
々
移
民
あ
れ
ど
も
、
蕃
息
す
る
こ

と
多
し
。
ま
た
商
売
を
専
ら
と
致
し
、
そ
の
う
え
学
問
に
勤
め
、
平
和
を
楽
し
む
。
下
賤

の
人
は
闘
争
を
こ
の
み
、
外
国
の
人
を
蔑
如
す
。」
ま
た
『
地
学
示
蒙
』
に
は
、「
工
技
に

た
く
み
に
、
記
誦
を
つ
と
め
、
道
理
を
研
究
す
。
し
か
れ
ど
も
、
そ
の
庸
俗
は
軽
躁
に
し

て
、
他
邦
の
人
を
卑
視
す
る
の
失
あ
り
」
と
あ
り
ま
す
。﹇
な
お
北
方
の
ス
コ
シ
ヤ
（
ス
コ

ツ
ト
ラ
ン
ド
）
の
人
は
強
壮
で
、
イ
ー
ル
ラ
ン
ド
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
人
は
容
貎
が
も
っ
と
も

美
し
く
、
か
つ
強
壮
敏
速
で
す
が
、
獰
悪
奸
邪
の
者
が
、
ま
ま
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
諸
誌
い
ず
れ
に
も
「
こ
れ
を
御
す
る
の
よ
ろ
し
き
を
失
す
き
と
き
は
、
仇
を
な
し
や

す
し
」
と
あ
り
ま
す
﹈

宗
教
に
つ
い
て
は
、『
地
学
示
蒙
』
に
は
、「
ヒ
ス
コ
ッ
フ
宗
」（
イ
ギ
リ
ス
監
督
教
会
）
と

あ
り
、『
略
志
』
に
は
、
ゲ
レ
ホ
ル
メ
ー
ル
デ
宗
（
カ
ル
ヴ
ィ
ン
派
）
と
あ
り
ま
す
。
お
も
う

に
、「
ヒ
ス
コ
ッ
フ
」（
ビ
ス
コ
ッ
フ
司
教
）
は
教
官
の
名
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、『
地
学

示
蒙
』
の
記
述
が
誤
り
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ロ
ー
マ
宗
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
は
イ
ー
ル
ラ

ン
ド
に
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
﹇『
略
志
』﹈。
こ
れ
ら
の
宗
派
は
、
み
な
邪
宗
の
一
派

で
あ
り
ま
す
。
寺
院
は
全
国
に
一
二
五
○
有
り
ま
す
。﹇『
ニ
ュ
ー
ヱ
ン
ボ
イ
ス
』﹈。

治
道
ハ
、「
ペ
パ
ル
ー
デ
　
モ
ナ
ル
カ
ー
ル
」、
独
立
ノ
国
ニ
シ
テ
、
血
統
世
伝
ス
。
若
シ

王
子
無
之
時
ハ
、
王
女
位
ニ
即
キ
申
候
。
政
事
ハ
王
ノ
権
ト
政
府
ノ
権
ト
相
分
レ
、
国
王
ノ

常
典
ト
ス
ル
ハ
、
外
国
ノ
盟
会
、
軍
旅
・
賞
罰
・
黜
捗
ヲ
専
ト
ス
。
新
法
ヲ
創
立
シ
、
租
税

ニ
与
ル
ノ
両
事
ハ
、
政
府
ニ
任
ス
。
是
国
王
ノ
威
福
ヲ
過
ラ
ザ
ル
為
也
〈
カ
ラ
メ
ロ
ス
地
志
〉。

右
政
事
ノ
次
第
ハ
諸
地
志
ノ
書
法
一
定
不
仕
候
得
共
、
大
抵
君
臣
権
ヲ
分
チ
、
議
ヲ
合
シ
相

治
メ
候
由
。
政
府
上
下
ニ
相
分
チ
、
上
庁
ハ
教
官
ノ
議
廷
、
下
庁
ハ
世
族
ノ
議
廷
〈
同
書
〉
ニ

御
座
候
由
。
学
政
ハ
大
抵
欧
邏
巴
諸
国
同
様
ニ
テ
、
大
小
学
校
・
語
学
院
・
幼
学
院
ノ
外
、

教
主
ノ
義
学
、
貴
族
ノ
義
学
、
学
匠
ノ
義
学
、
庶
人
ノ
義
学
、
芸
術
ノ
義
学
有
之
、
多
寡
ハ

有
之
候
得
共
、
諸
州
皆
無
之
所
ハ
無
之
候
由
。

政
体
は
、「
ペ
パ
ー
ル
デ
・
モ
ナ
ル
カ
ー
ル
」（
立
憲
君
主
国
）
と
い
い
、
独
立
の
国
で
王
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位
は
血
統
を
も
っ
て
世
襲
さ
れ
ま
す
。
も
し
王
子
が
な
い
ば
あ
い
、
王
女
が
王
位
に
つ
き

ま
す
。
政
治
は
、
王
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
、
政
府
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
に
分
か

れ
、
国
王
の
権
限
に
属
す
る
も
の
は
、
外
交
・
軍
事
・
賞
罰
・
官
吏
の
任
免
に
か
ぎ
ら
れ

て
い
ま
す
。
立
法
権
・
徴
税
権
は
政
府
の
権
限
に
属
し
ま
す
。
こ
れ
は
国
王
の
権
威
を
そ

こ
な
わ
ぬ
た
め
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
す
。
右
は
、『
カ
ラ
メ
ロ
ス
地
志
』
に
拠
っ
た
も
の

で
す
が
、
政
治
に
つ
い
て
は
、
諸
地
誌
の
叙
述
が
一
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
君

臣
が
権
を
分
か
ち
、
合
議
の
う
え
で
統
治
す
る
と
い
う
点
に
か
ん
し
て
は
一
致
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
ま
た
政
府
は
上
庁
・
下
庁
に
分
か
れ
、
上
庁
は
聖
職
者
の
政
庁
、
下
庁
は
貴

族
の
政
庁
の
よ
し
。
学
制
は
だ
い
た
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
同
様
で
、
大
学
校
・
小
学

校
・
語
学
校
（
中
等
学
校
）
・
幼
学
院
の
ほ
か
、
教
会
経
営
の
学
校
、
貴
族
の
た
め
の
学
校
、

職
人
用
の
学
校
、
庶
民
む
け
の
学
校
、
技
芸
の
た
め
の
学
校
が
あ
り
、
数
の
多
少
を
別
と

す
れ
ば
、
諸
州
み
な
こ
れ
ら
の
学
校
を
そ
な
え
て
お
り
ま
す
。

国
ヲ
分
チ
八
王
国
ト
致
〈
エ
ッ
セ
キ
ス
・
ヲ
ー
ス
タ
ン
ゲ
レ
ン
・
メ
ル
シ
ア
・
ノ
ー
ル
チ
ュ
ム
ベ
ル
ラ
ン

ト
・
ケ
ン
ト
・
シ
ュ
ツ
セ
キ
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
セ
キ
ス
・
コ
ル
ン
ワ
リ
ス
・
フ
リ
ン
ス
ト
ワ
リ
ス
〉、
州
ヲ
四
、

五
十
ニ
相
分
ヶ
候
。
都
府
九
百
三
十
一
、
王
都
ヲ
竜ロ

ン

動ト
ン

ト
申
、
兵
卒
舶
夫
ノ
外
、
人
口
八
十

六
万
四
千
八
百
四
十
五
〈
千
八
百
零
ニ
年
ノ
記
、
享
和
二
年
〉、
百
十
万
〈
千
八
百
二
十
四
年
ノ
記
、
文

政
七
年
〉。
思
可
斉
亜
ノ
惣
都
エ
ン
ジ
ン
ビ
ュ
ル
グ
ト
ト
云
、
口
数
十
万
三
千
。
依
而
蘭
土
ノ

総
都
チ
ュ
ブ
リ
ン
ト
云
、
下
王
ノ
治
城
ア
リ
。
口
数
十
八
万
〈
略
史
〉。

邦
賦
ハ
最
夥
敷
濃
工
商
ヨ
リ
収
ル
ノ
外
、
山
賦
・
屋
租
等
六
千
六
百
八
十
三
万
八
千
零
五

十
六
ホ
ン
ス
テ
ル
リ
ン
グ
〈
金
貨
ノ
名
、
未
考
〉、
一
地
球
中
、
諸
属
領
ヨ
リ
収
ル
所
、
四
十
四

億
三
千
十
八
ホ
ン
ド
ス
テ
ル
リ
ン
グ
、
官
債
九
億
六
千
万
キ
ュ
ル
デ
ン
〈
キ
ュ
ル
デ
ン
ハ
此
方
ノ

金
両
ニ
当
ル
ト
云
〉、
此
負
債
ハ
国
賦
ノ
半
ヨ
リ
多
シ
〈
ニ
ュ
ー
ヱ
ン
ホ
イ
ス
〉。
是
皆
軍
旅
ノ
費
、

新
彊
ノ
費
等
、
不
虞
ト
興
利
ト
ニ
係
リ
候
由
〈
其
債
ハ
皆
下
ヨ
リ
取
、
或
ハ
商
館
諸
商
ヨ
リ

取
ル
所
ノ
モ
ノ
ト
云
。
其
説
然
ル
ヤ
否
ヲ
存
不
申
候
〉。
又
竜
動
ノ
港
ヨ
リ
出
入
ス
ル
所
ノ
貨

ヲ
計
ル
ニ
、
六
十
億
零
五
十
万
ス
テ
ル
リ
ン
ク
〈
同
上
〉
ナ
リ
、
云
々
〈
略
史
〉。

つ
づ
く

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
本
国
を
八
王
国
﹇
エ
ッ
セ
キ
ス
・
ヲ
ー
ス
タ
ン
ゲ
レ
ン
・
メ
ル
シ
ア
・
ノ
ー
ル

チ
ュ
ム
ベ
ル
ラ
ン
ト
・
ケ
ン
ト
・
シ
ュ
ツ
セ
キ
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
セ
キ
ス
・
コ
ル
ン
ワ
リ
ス
・
フ
リ
ン
ス
ト

ワ
リ
ス
﹈（
九
王
国
の
誤
り
）
に
分
け
、
州
を
四
、
五
十
に
分
け
て
お
り
ま
す
。
都
市
の
数
は

九
三
一
、
王
都
を
ロ
ン
ド
ン
と
い
い
、
兵
士
・
船
員
を
別
と
し
て
、
人
口
六
万
四
八
四
五

人
﹇『
地
学
示
蒙
』
に
見
え
る
一
八
○
二
年
の
記
録
、
享
和
二
年
﹈、
一
一
○
万
﹇『
略
史
』、
一
八
二
四

年
の
記
録
、
文
政
七
年
﹈。
ス
コ
シ
ア
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
の
首
都
は
エ
ン
ジ
ン
ビ
ュ
ル
ク
（
エ

ジ
ン
バ
ラ
）
と
い
い
、
人
口
一
○
万
三
○
○
○
。
イ
ー
ル
ラ
ン
ド
の
首
都
は
チ
ュ
ブ
リ
ン

（
ダ
ブ
リ
ン
）
と
い
い
、
こ
こ
に
下
王
の
治
城
が
あ
り
、
人
口
十
八
万
﹇『
略
史
』。

国
税
は
、
農
・
工
・
商
よ
り
も
っ
と
も
多
額
に
徴
収
す
る
ほ
か
、
鉱
山
税
・
家
屋
税
な

ど
六
六
八
三
万
八
○
五
六
ポ
ン
ド
ス
テ
ル
リ
ン
グ
、
国
債
は
九
億
六
○
○
○
万
ギ
ュ
ル
デ

ン
﹇
ギ
ュ
ル
デ
ン
は
日
本
の
両
に
あ
た
る
﹈、
こ
の
国
債
は
、
国
税
の
半
分
よ
り
多
い
と
い
う
こ

と
が
、『
ニ
ュ
ー
ヱ
ン
ホ
イ
ス
』
に
見
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
す
べ
て
軍
費
お
よ
び
属
領
の

経
営
費
な
ど
、
臨
時
な
ら
び
に
興
利
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
国

債
は
す
べ
て
人
民
の
応
募
に
ま
ち
、
あ
る
い
は
商
館
や
商
人
に
割
り
あ
て
る
、
と
も
い
い

ま
す
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
『
略
史
』
に
よ
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
の
貿

易
総
額
が
六
○
億
五
○
万
ス
テ
ル
リ
ン
グ
と
あ
り
ま
す
。
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十
一
、
紙
子
着
て
ね
ぎ
き
る
役
に

あ
た
り
け
り
　
　
登

「
紙
子
」
は
「
紙
衣
」
と
も
書
く
。
紙
製
の
衣
服
。
厚

手
の
和
紙
に
柿
の
渋
を
塗
っ
て
、
そ
れ
を
日
に
干
し
、
揉

み
柔
ら
か
に
し
て
作
っ
た
衣
服
。「
紙
子
姿
」
と
い
う
と
、

落
ち
ぶ
れ
た
姿
を
い
う
こ
と
が
多
い
。
歌
舞
伎
の
『
傾
城

壬
生
大
念
仏
』
な
ど
で
は
「
紙
子
一
重
に
古
編
み
笠
、
民

弥
は
し
ょ
ん
ぼ
り
と
揚
げ
屋
の
門
に
立
ち
・
・
・
」
な
ど

と
使
わ
れ
て
、
遊
里
に
通
い
詰
め
た
か
つ
て
の
大
尽
の
零

落
し
た
姿
を
描
い
て
い
る
。

崋
山
の
こ
こ
で
い
う
「
紙
子
着
て
ね

ぎ
き
る
役
」
と
い
う
の
も
、
何
か
そ
う

し
た
演
劇
の
役
に
当
た
っ
た
こ
と
を
詠

ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
紙
子
を
着
て
葱

を
き
る
と
い
う
役
に
、
当
時
の
人
々
は
、

や
は
り
零
落
の
人
の
哀
れ
さ
を
思
い
、

共
感
す
る
も
の
を
感
じ
て
い
た
の
に
相
違
な
い
。
季
語
は

「
ね
ぎ
」、
季
節
は
冬
。

こ
の
句
は
、『
俳
画
河
豚
』
と
云
わ
れ
る
紙
本
の
も
の

で
、
縦
九
寸
八
分
、
横
一
尺
五
寸
七
分
の
小
品
に
描
か
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
ち
ら
の
俳
画
も
、『
俳
画
河
豚
』

と
云
わ
れ
る
よ
う
に
、
句
の
右
側
に
河
豚
が
大
と
小
と
一

尾
ず
つ
描
か
れ
て
お
り
、
落
款
も
「
崋
山
戯
画
」
が
使
わ

れ
て
い
て
、
比
較
的
初
期
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
ち
ら
の
も
の
は
、『
渡
邉
崋
山
先
生
錦
心
図
譜
』
で
も

「
寒
夜
酔
餘
の
一
興
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。」
と
言
っ

て
い
る
よ
う
に
崋
山
作
品
と
し
て
は
、
画
の
方
は
と
も
か

く
と
し
て
、
字
は
や
は
り
今
一
つ
締
ま
り
の
な
い
感
じ
で

あ
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

上
掲
の
俳
画
の
場
合
は
、
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
河
豚
の

絵
も
い
い
し
、
句
と
絵
と
の
調
和
も
と
れ
て
い
て
、
み
ご

と
で
あ
る
。

十
二
、
そ
れ
は
我
師
走
の
句
な
り
い
そ
げ
人

そ
れ
は
私
の
師
走
の
句
で
す
よ
、
い
よ
い
よ
年
も
押
し

詰
ま
っ
て
、
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
急
い
で
く
だ
さ
い
よ
。

そ
ん
な
こ
と
ば
で
も
か
け
て
い
る
よ
う
な
気
軽
な
挨
拶

句
で
あ
る
。
何
も
巧
ま
ず
、
あ
り
の
ま
ま
を
あ
り
の
ま
ま

に
五
七
五
の
句
に
し
て
み
る
。
忙
し
い
文
人
崋
山
に
と
っ

て
は
、
そ
ん
な
こ
と
も
何
よ
り
の
一
時
の
カ
タ
ル
シ
ス
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

『
俳
画
冊
』
で
は
、
こ
の
句
を
書
き
付
け
た
左
側
に
、

正
月
の
準
備
の
品
と
思
わ
れ
る
鮭
や
そ

の
他
の
品
々
を
竿
に
縛
り
付
け
て
竿
を

背
負
っ
た
男
が
、
左
手
に
も
新
調
し
た

薬
缶
の
よ
う
な
も
の
を
提
げ
て
忙
し
そ

う
に
通
り
過
ぎ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
男
は
農
夫
で
あ
ろ
う
か
。
実

に
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
り
、
俳
味
充
分
と
い
っ
て
い
い
。

十
三
、
削
掛
重
荷
お
ろ
せ
し
ひ
と
た
ば
こ

「
削
掛
」
と
い
う
の
は
、
江
戸
時
代
の
正
月
の
風
習
で
、

柳
又
は
檜
な
ど
の
枝
を
薄
く
そ
ぎ
削
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
に

彩
色
し
て
花
の
よ
う
に
つ
く
っ
た
も
の
。
正
月
十
四
日
の

夕
方
、
門
の
正
面
に
吊
る
。
こ
れ
は
、
邪
気
を
は
ら
い
、

豊
作
を
祈
る
た
め
で
、
二
十
日
ま
で
掛
け
て
お
い
た
。

「
削
掛
」
が
春
の
季
語
で
、
大
島
蓼
太
句
集
に
も
、「
正

月
も
影
は
や
さ
び
し
削
り
掛
け
」
な
ど
と
あ
る
。「
重
荷

お
ろ
せ
し
」
は
、
重
荷
を
お
ろ
し
た
こ
と
だ
の
意
で
、
正

月
十
四
日
の
夕
方
か
ら
門
の
正
面
に
吊
る
さ
れ
た
削
掛

が
、
二
十
日
を
過
ぎ
て
、
一
年
の
邪
気
を
は
ら
い
、
豊
作

を
祈
る
と
い
う
つ
と
め
を
無
事
終
え
た
と
い
う
こ
と
。

「
ひ
と
た
ば
こ
」
は
重
荷
を
お
ろ
し
て
ち
ょ
っ
と
一
服

と
、「
削
掛
」
を
擬
人
化
し
て
、
洒
落
て
み
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
句
の
意
味
を
敢
え
て
書
く
と
す
れ
ば
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。

8
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正
月
十
四
日
の
夕
方
か
ら
門
の
正
面
に
吊
る
さ
れ
て
い
た

削
り
掛
け
も
、
二
十
日
を
過
ぎ
て
、
年
の
邪
気
を
は
ら
い
、

豊
作
を
祈
る
と
い
う
重
荷
も
や
っ
と
お
り
て
、
そ
の
つ
と
め

を
無
事
終
え
、
ち
ょ
っ
と
一
服
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ね
。

こ
の
句
の
書
か
れ
て
い
る
『
俳
画
冊
』

の
俳
画
は
、
句
の
右
側
に
実
に
洒
脱
な

鳥
追
い
姿
の
女
性
二
人
が
描
か
れ
て
い

て
、
見
事
な
に
お
い
付
け
の
俳
画
と
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
笠
を
被
り
、
三
味

線
を
弾
く
女
性
の
動
き
は
、
無
駄
の
な

い
み
ご
と
な
筆
遣
い
で
描
か
れ
て
い
て
、『
一
掃
百
態
』
の

図
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
絶
妙
な
俳
味
が
あ
る
。

十
四
、
吸
も
の
ゝ
上
を
渡
る
や
春
颯
鐘

こ
の
句
は
、『
崋
山
全
集
』
な
ど
関
係
の
多
く
の
本
に

は
「
吸
も
の
ゝ
上
を
渡
る
や
春
の
鐘
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
上
の
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
明
ら
か
に
読
み
誤

り
で
あ
る
。

「
春
颯
鐘
」
の
「
春
」
が
季
語
。
こ
の
鐘
の
音
は
、
春

の
夕
暮
れ
時
の
鐘
で
あ
ろ
う
か
。
お
ぼ
ろ
に
か
す
み
次
第

に
暮
れ
て
い
く
春
の
黄
昏
時
、
夕
餉
の
膳
に
向
か
っ
て
い

る
と
、
近
く
の
寺
で
撞
く
鐘
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ

の
鐘
の
音
が
「
吸
も
の
ゝ
上
を
渡
る
や
」
と
感
じ
取
る
と

こ
ろ
に
、
崋
山
の
形
象
化
の
技
の
巧
み
さ
が
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
「
春
颯
鐘
」
と

い
う
の
は
、
あ
る
鐘
の
固
有
名
詞
な
の

か
、
そ
れ
と
も
作
者
が
さ
わ
や
か
に
吹

き
抜
け
る
春
風
を
名
付
け
て
こ
う
呼
ん

だ
の
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
わ
か
ら
な
い

が
、
こ
の
一
語
が
こ
の
句
の
場
合
と
て

も
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
何
気
な
い
表
現
の
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
春

の
夕
べ
の
特
有
の
情
調
が
巧
み
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

又
、
句
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
吸
い
物
を
入

れ
て
あ
る
土
瓶
で
あ
ろ
う
か
。
あ
っ
さ
り
と
し
た
筆
遣
い

と
彩
色
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
り
げ
な
く
書
き
流
し
た
よ
う

な
散
ら
し
書
き
の
句
と
見
事
な
調
和
を
保
っ
て
い
て
、
不

思
議
な
張
り
が
あ
る
。

十
五
、
五
左
衛
門
に
明
日
の
道
問
ふ
菫
か
な

「
五
左
衛
門
」
と
は
誰
の
こ
と
か
。
崋
山
の
「
日
記
」

「
紀
行
」「
書
簡
」
な
ど
一
渡
り
探
し
て
み
た
が
、
ど
ん
な

人
か
は
具
体
的
に
は
解
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
架
空
の
人

名
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
か
。「
明
日
の
道
問
ふ
」
に
は
、

明
日
行
く
道
を
訪
ね
る
の
意
に
、
こ
れ
か
ら
の
進
む
べ
き

道
を
重
ね
て
鑑
賞
す
る
と
、
よ
り
こ
の
句
の
深
み
が
出
て

く
る
。

人
間
誰
し
も
、
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ

へ
行
く
の
か
と
い
う
命
題
を
、
生
き
て

い
る
限
り
問
い
続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら

ぬ
と
い
う
哀
し
さ
が
あ
る
。
求
道
の
人

崋
山
も
又
、
明
日
の
道
は
五
左
衛
門
に

聴
い
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
ご
と

く
、
崋
山
自
身
の
進
む
べ
き
道
は
、
常
に
人
に
尋
ね
た
り
書

物
や
実
際
の
見
聞
な
ど
に
よ
っ
て
探
し
求
め
て
行
く
し
か
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
人
生
の
道
端
で
出
会
う
菫
の
美
し

さ
、
み
ご
と
さ
、
か
け
が
え
の
な
さ
に
心
を
寄
せ
る
崋
山
の

や
さ
し
い
心
根
に
何
と
も
捨
て
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

十
六
、
草
花
や
と
も
す
れ
ば
人
の
垣
の
ぞ
き

「
草
花
」
が
季
語
で
、
季
節
は
秋
。「
草
の
花
」
と
も
い

う
他
、
千
種
の
花
、
百
草
の
花
な
ど
と
も
い
う
。
名
前
の

あ
る
秋
の
草
花
も
、
名
も
な
い
野
草
の
場
合
も
総
て
を
含

め
て
、
特
に
可
憐
に
咲
く
、
目
立
た
な
い
淋
し
げ
な
感
じ

を
与
え
る
庭
の
花
々
を
言
う
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、
草
花
は
他
の
季
節
に
も
あ
る
の
に
、
な
ぜ
俳
句
で
は

秋
の
季
語
に
容
れ
ら
れ
る
の
か
不
思
議
で
あ
る
が
、
そ
の

も
と
に
は
古
代
の
人
々
の
季
節
感
や
美
意
識
が
関
係
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
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秋
に
な
っ
て
、
家
々
の
垣
根
の
内

の
あ
ち
こ
ち
に
、
い
く
つ
も
目
立
た

ぬ
可
憐
な
草
花
が
花
を
つ
け
る
。
そ

ん
な
垣
根
の
外
側
を
通
る
と
き
、
そ

の
目
立
た
ぬ
花
々
が
ふ
と
目
に
と
ま

っ
た
り
し
て
、
や
や
も
す
る
と
、
お

や
あ
れ
は
何
の
花
か
な
な
ど
と
歩
を
止
め
て
、
垣
根
の
中

を
の
ぞ
き
込
む
こ
と
に
な
る
。

崋
山
の
こ
の
句
は
、
人
々
の
そ
ん
な
し
ぐ
さ
や
行
動
に

敏
感
に
目
を
と
め
た
挨
拶
句
で
あ
る
。
垣
根
の
中
か
ら
顔

を
覗
か
せ
た
そ
の
家
の
主
と
し
ば
し
秋
の
草
花
談
義
が
交

わ
さ
れ
る
姿
を
想
像
す
る
だ
け
で
も
、
江
戸
の
日
本
人
の

風
流
心
や
豊
か
な
美
意
識
が
な
つ
か
し
く
貴
重
な
も
の
に

思
わ
れ
て
く
る
。

十
七
、
夏
の
月
駱
駝
の
小
屋
の
と
れ
し
あ
と

駱
駝
と
い
う
動
物
が
は
じ
め
て
日
本
に
渡
来
し
た
の
は
、

推
古
二
年
（
五
九
九
）
の
こ
と
で
、
そ
の
時
は
二
つ
の
瘤
を

も
っ
た
駱
駝
が
百
済
か
ら
来
た
こ
と
が
『
日
本
書
紀
』
に
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
推
古
二
十
四
年
（
六
一
六
）
に

高
麗
の
国
か
ら
、
斉
明
三
年
（
六
五
七
）
に
百
済
か
ら
、
天

武
八
年
（
六
七
九
）
に
新
羅
か
ら
と
、
何
度
も
朝
鮮
半
島
を

経
由
し
て
渡
来
し
て
お
り
、
早
く
か
ら
日
本
人
に
そ
の
存
在

は
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
二
瘤
の
駱
駝
で
あ
っ
た
。

崋
山
が
こ
こ
で
詠
ん
だ
駱
駝
は
、
一
瘤
駱
駝
で
あ
っ
た

よ
う
で
、
そ
れ
は
崋
山
の
『
喜
太
郎
絵
本
』
の
中
に
、
中

国
の
服
を
着
て
踊
っ
て
い
る
よ
う
な
男
と
と
も
に
、
確
か

に
一
瘤
駱
駝
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

記
録
に
よ
る
と
、
こ
の
駱
駝
は
、
文
政
二
年
（
一
八
二

一
）
に
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
メ
ッ
カ
か

ら
船
で
運
ん
で
き
た
も
の
二
頭
で
、
五
歳
の
雄
と
四
歳
の

雌
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
時
の
長
崎
の
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
で
あ
っ
た
ブ
ロ

ム
ホ
フ
〈JanC

ookB
lom
hoff

〉（
一
七
七
九
〜
一
八
五
二
）

が
時
の
将
軍
家
斉
に
献
上
し
よ
う
と
し
た
が
、
将
軍
か
ら
は

そ
ん
な
も
の
は
無
用
と
断
ら
れ
た
た
め
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
寵

愛
し
て
い
た
遊
女
の
糸
萩
と
い
う
女
性
に
与
え
、
糸
萩
は
こ

れ
を
香
具
師
（
や
し
）
に
手
放
し
、
こ
の
駱
駝
は
そ
の
後
、

九
州
・
四
国
・
紀
州
・
大
阪
・
京
都
と
巡
り
、
更
に
木
曽
路

を
経
て
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
八
月
五
日
、
板
橋
の
豊

田
市
右
衛
門
の
家
に
一
泊
の
後
、
翌
六
日
、
江
戸
に
到
着
。

九
日
か
ら
両
国
広
小
路
で
一
般
に
見
せ
物
興
行
さ
れ
た
。
木

戸
銭
は
当
時
三
十
二
銅
（
現
在
の
金
に
換
算
す
る
と
凡
そ
千

円
く
ら
い
）
と
い
う
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
盛
況
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

駱
駝
は
当
時
既
に
『
和
漢
三
才
図
会
』
な
ど
に
も
で
て

い
た
の
で
、人
々
は
二
瘤
駱
駝
の
方
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
崋
山
が
見
た
駱
駝
は
一
瘤
駱
駝
で
あ
っ
た

か
ら
、
人
々
は
背
中
の
瘤
が
一
つ
で
あ
る
の
を
不
思
議
に

思
い
、
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。

崋
山
の
画
の
他
に
も
、草
紙
や
錦
絵
に
も
描
か
れ
た
り
、

川
柳
で
「
押
し
あ
う
て
見
る
よ
り
見
ぬ
が
ら
く
だ
ら
う
」

な
ど
と
も
詠
ま
れ
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
春
ま
で

興
行
が
続
き
、
江
戸
の
興
行
の
新
記
録
を
樹
立
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

崋
山
の
こ
の
俳
句
は
、
そ
の
文
政
八

年
（
一
八
二
五
）
の
春
ま
で
続
い
た
駱

駝
の
興
行
が
終
わ
っ
た
後
、
小
屋
も
き

れ
い
に
片
づ
け
ら
れ
て
、
そ
の
跡
に
は

夏
の
月
が
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
興
行
の

跡
を
さ
み
し
く
照
ら
し
て
い
る
こ
と
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
駱
駝
の
図
と
と
も
に
、
こ
の
句
も
こ
う

し
た
江
戸
の
街
を
湧
か
せ
た
興
行
の
記
念
す
べ
き
証
と
な
っ

て
い
た
と
は
、
何
と
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
い
え
ば
、
二
○
○
七
年
三
月
二
十
九
日
の
中
日
新
聞

の
「
猿
猴
庵
の
風
俗
絵
巻
」
に
も
、
こ
の
駱
駝
の
こ
と
が
載

っ
て
お
り
、
名
古
屋
で
は
、
崋
山
た
ち
が
江
戸
で
見
た
五
年

後
で
も
、
大
変
な
評
判
を
呼
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最

初
に
江
戸
へ
向
か
う
と
き
、
佐
屋
街
道
を
通
る
と
い
う
噂
が

流
れ
、
人
々
が
今
か
今
か
と
首
を
長
く
す
る
日
が
続
い
た
が
、

こ
こ
を
通
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
名
古
屋
で
は
五
年
も
後
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
続
）
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こ
の
日
の
記
述
の
前
に
、「
○
已
下
客
参
録
」
と
書
い

て
あ
り
、
一
月
十
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
征
参
録
の
記
述
が

終
わ
り
、
二
月
一
日
か
ら
の
四
回
目
の
田
原
滞
在
の
記
述

が
始
ま
り
ま
す
。
前
日
が
一
月
二
十
九
日
な
の
で
、
天
保

四
年
の
一
月
は
小
の
月
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
日
、
野
鳥
の
声
に
目
を
覚
ま
し
た
崋
山
を
雪い

吹ぶ
き

伊い

織お
り

が
朝あ

さ

餉げ

を
設
け
て
も
て
な
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

前
日
は
雪
吹
伊
織
の
所
に
泊
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
江
戸
で
預
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
手
紙
を
分
け
、
家

老
の
川
澄
又
二
郎
、
佐
藤
半
助
、
鈴
木
弥
太
夫
の
所
を
訪

れ
、
未
の
刻
（
午
後
二
時
）
ま
で
登
城
し
ま
す
。

登
城
し
た
崋
山
は
、
康
直
か
ら
、
二
つ
の
こ
と
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
奏
者
番
の
内
願
い

の
こ
と
、
も
う
一
つ
が
側
室
の
こ
と
で
す
。
後
者
に
つ
い

て
は
即
答
し
た
よ
う
で
す
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
思
う
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
他
日
に
ま
わ
し
た
よ
う
で
す
。
詳

し
い
こ
と
は
十
五
日
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
日
同
様
三
人
の
家
老
を
訪
問
し
、
登
城
し
ま
す
。
夜

は
人
々
が
来
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
誰
が
来
た
の
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
日
も
登
城
し
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
赤
羽

根
に
漂
流
し
た
朝
鮮
の
祭
船
の
雛
形
が
あ
る
こ
と
が
記
し

て
あ
り
ま
す
。
こ
の
船
に
つ
い
て
は
、
宝
永
五
年
の
「
萬

留
帳
」（『
田
原
藩
日
記
』
第
一
巻
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
六
月
二
十
三
日
「
赤
羽
根
へ
珍
敷
主
無
小
舟
流
寄
委
細

寄
船
帳
ニ
記
之
」

◎
二
十
四
日
「
長
兵
衛
、
五
郎
右
ヱ
門
寄
船
見
分
ニ
遣
候
」

◎
七
月
一
日
「
生
田
杢
右
ヱ
門
勢
州
江
被
遣
、
赤
羽
根
へ

寄
申
候
舟
之
義
、
若
神
事
ニ
懸
り
候
や
桧
垣
四
神
主
ニ

て
聞
合
可
申
旨
、
茂
吉
方
よ
り
聞
ニ
遣
し
、
白
谷
村
ニ

て
舟
借
切
り
六
日
夜
戻
ル
。」

◎
十
六
日
「
赤
羽
根
寄
候
小
舟
江
戸
へ
可
差
下
之
旨
、
御

用
番
秋
元
但
馬
守
様
よ
り
被
仰
付
候
旨
、
十
日
付
之
雇

切
十
四
日
ニ
到
来
。
依
之
若
井
勘
助
道
中
警
固
被
仰
付

上
田
九
左
ヱ
門
も
添
被
仰
付
候
。」

◎
二
十
八
日
「
勘
助
義
赤
羽
根
へ
寄
船
ノ
小
道
具
、
紙
形

為
持
、
明
日
江
戸
へ
被
遣
。」

崋
山
は
、
朝
鮮
の
祭
船
に
つ
い
て
、
伊
藤
東
涯
（
一
六

七
〇
〜
一
七
三
六
）
の
『
盍こ

う

簪し
ん

録ろ
く

』
に
書
か
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
と
も
記
し
て
い
ま
す
。

日
付
の
み
で
、
何
も
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
日
は
、
鈴
木
喜
六
、
中
村
玄
喜
、
鈴
木
春
三
と
一

緒
に
和
地
村
に
行
き
ま
す
。
酒
肴
を
持
っ
て
、
辰
の
刻
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（
午
前
八
時
）
に
出
発
し
ま
す
。
途
中
の
土
地
の
様
子
な

ど
が
述
べ
ら
れ
、
お
お
ま
か
な
行
路
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◎
「
御
城
を
は
な
れ
セ
イ
ヤ
橋
を
わ
た
り
加
地
と
い
ふ
所

に
出
づ
」

当
時
の
加
治
は
、
松
並
木
が
あ
り
、
左
右
は
み
な
畑
で

あ
る
、
土
の
色
は
赤
い
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
警

察
署
の
あ
た
り
の
六
田
と
い
う
所
は
「
皆
火
色
」
で
、
草

木
も
生
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

◎
「
黒
川
原
と
い
ふ
ハ
縦
横
凡
二
十
町
も
あ
る
べ
し
皆
稚

松
な
り
」

松
が
成
長
し
な
い
理
由
と
し
て
、
松
葉
を
か
き
と
っ
て

薪
と
す
る
か
ら
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
同
様
、

蔵
王
山
や
藤
尾
山
が
見
え
、「
景
よ
し
」
と
も
述
べ
て
い

ま
す
。

◎
「
ゼ
ン
ゴ
の
橋
と
て
船
蔵
橋
に
出
る
川
の
源
な
り
」

船
蔵
（
倉
）
橋
に
出
る
川
は
汐
川
の
こ
と
で
、
上
流
の

高
松
町
前
後
の
あ
た
り
に
来
ま
す
。
こ
こ
で
、「
大
草
村

と
高
松
と
に
北
ハ
ヒ
ル
ハ
原
と
て
昔
論
地
あ
り
し
所
に
て

今
ハ
荒
野
と
な
れ
り
（
略
）
今
ハ
両
村
意
地
に
な
り
て
稚

松
だ
に
お
か
ず
と
い
ふ
」
と
し
て
、
比
留
輪
山
の
争
論
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。
崋
山
は
、
こ
こ
の
部
分
を

「
赤
羽
根
」
と
書
き
、
そ
れ
を
消
し
て
「
高
松
」
と
書
き

直
し
て
い
る
の
で
、
な
じ
み
の
薄
い
田
原
の
土
地
に
つ
い

て
十
分
把
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

比
留
輪
山
の
あ
た
り
は
、
も
と
も
と
天
領
の
狩
場
と
し

て
幕
府
の
直
轄
地
で
、
野
田
村
が
下
草
刈
り
の
利
権
を
許

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）

三
宅
氏
着
任
と
と
も
に
比
留
輪
山
の
あ
た
り
が
田
原
藩
に

下
げ
渡
さ
れ
ま
し
た
。

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
大
干
ば
つ
と
な
っ
た
時
、

野
田
村
は
比
留
輪
山
の
下
草
刈
り
を
藩
に
申
し
出
ま
す
。

と
こ
ろ
が
赤
羽
根
村
も
前
々
か
ら
懇
請
し
て
い
ま
し
た
。

比
留
輪
山
は
ど
ち
ら
の
村
に
と
っ
て
も
必
要
と
す
る
場
所

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
藩
と
し
て
は
、
両
村
の
入
会

地
と
し
て
利
権
を
分
け
る
よ
う
に
指
示
す
る
の
で
す
が
、

野
田
村
は
、「
家
康
の
比
留
輪
山
狩
猟
の
際
御
墨
付
に
よ

っ
て
許
さ
れ
た
利
権
で
、
先
代
戸
田
侯
の
時
ま
で
野
田
方

の
専
有
で
あ
っ
た
」（『
田
原
町
史
』
中
巻
）、
赤
羽
根
村

は
、「
池
田
輝
政
が
吉
田
在
城
中
田
原
を
支
配
し
、
赤
羽

根
村
金
能
寺
に
比
留
輪
山
の
材
木
寄
進
状
が
あ
り
、
年
貢

三
石
余
を
上
納
し
て
い
る
」（
同
）
と
主
張
し
合
い
、
つ

い
に
、
流
血
の
騒
動
に
ま
で
発
展
し
ま
す
。
し
か
し
、
藩

は
指
令
を
変
更
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
野
田
村
が

江
戸
屋
敷
に
告
訴
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
で
も
取
り
合
っ
て
も
ら
え
ず
、
幕
府

へ
願
い
出
て
も
事
態
は
改
善
さ
れ
ず
、
つ
い
に
は
老
中
へ

の
越
訴
を
行
い
、
評
定
所
で
裁
き
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
最
終
的
に
は
野
田
村
の
勝
訴
と
な
り
ま
す
。
こ

の
時
の
野
田
村
の
中
心
人
物
が
河
合
清
右
衛
門
で
す
。

崋
山
は
、
こ
の
事
件
を
「
こ
れ
ハ
野
田
村
と
い
ふ
村
と

赤
羽
根
と
い
ふ
村
と
の
間
に
あ
る
地
な
り
し
が
む
か
し
清

右
衛
門
と
い
ふ
こ
こ
ろ
あ
し
き
も
の
田
原
へ
移
封
の
時
悪

事
を
工
み
出
し
境
に
炭
を
埋
て
證
と
し
論
を
お
こ
せ
し
な

り
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
農
民
の
側
で
は
清
右
衛
門
は
義

民
な
の
で
す
が
、
為
政
者
と
し
て
の
崋
山
か
ら
み
れ
ば
清

右
衛
門
は
「
こ
こ
ろ
あ
し
き
も
の
」
で
あ
り
、
行
っ
た
こ

と
は
「
悪
事
」
で
す
。「
其
公
裁
ハ
林
と
す
れ
バ
野
田
の

も
の
畑
と
す
れ
バ
赤
羽
根
の
地
と
定
め
ら
れ
し
よ
し
。
い

と
ひ
が
ご
と
な
り
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
の
で
、
崋
山
に

と
っ
て
は
藩
の
下
し
た
判
決
に
従
わ
な
か
っ
た
農
民
が
許

せ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
清
右
衛
門
は
越
訴
の
罪
で
斬
首
と
な
り
ま
す

が
、
田
原
藩
も
改
易
の
危
機
を
迎
え
ま
す
。
ま
さ
に
崋
山

に
と
っ
て
は
「
憂
ひ
の
ひ
と
つ
な
り
」
と
い
う
出
来
事
で

し
た
。

（
続
）

研
究
会
員
　
柴
田
雅
芳
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本
索
引
は
第
十
一
号
よ
り
第
二
十
号
に
掲
載
さ
れ
た
内

容
を
収
録
し
ま
し
た
。

巻
頭
言

第
十
一
号

渡
辺
崋
山
と
私
…
寺
山
宏

一
頁

第
十
二
号

忿
り
の
一
文
…
村
山
正
雄

一
頁

第
十
三
号

こ
れ
か
ら
の
書
画
の
保
存
に
つ
い
て

…
見
城
敏
子

一
頁

第
十
四
号

渡
辺
崋
山
と
宮
本
武
蔵
…
河
合
正
朝

一
頁

第
十
五
号

こ
れ
か
ら
の
崋
山
研
究
の
課
題

…
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

一
頁

第
十
六
号

渡
邉
崋
山
と
キ
リ
ス
ト
教

…
眞
山
光
彌

一
頁

第
十
七
号

渡
邉
崋
山
・
福
田
半
香
・
山
本
B
谷

…
金
原
宏
行

一
頁

第
十
八
号

堅
忍
不
抜
…
吉
川
利
明

一
頁

第
十
九
号

人
間
崋
山
先
生
に
学
ぶ
…
鈴
木
克
幸

一
頁

第
二
十
号

渡
辺
崋
山
の
小
さ
な
旅
…
鈴
木
章
生

一
頁

地
元
の
声

第
十
一
号

現
代
に
生
き
る
渡
辺
崋
山

…
加
藤
寛
二

二
頁

第
十
二
号

崋
山
先
生
と
私
…
関
保
則

二
頁

第
十
三
号

「
渡
辺
崋
山
研
究
」
と
小
澤
耕
一
先
生

…
河
合
潔

二
頁

第
十
四
号

郷
土
の
偉
人
　
崋
山
先
生

…
富
永
道
子

二
頁

第
十
五
号

崋
山
に
学
ぶ
初
め
の
一
歩

…
細
井
直
樹

二
頁

第
十
六
号

崋
山
の
名
前
に
想
う
…
菰
田
俊
英

二
頁

第
十
七
号

校
長
室
か
ら
…
壁
谷
宜
男

二
頁

第
十
八
号

崋
山
の
武
士
道
…
瓜
生
堅
吉

二
頁

第
十
九
号

い
つ
で
も
故
郷
は
心
の
中
に
　「
商
人
八
訓
」

が
取
り
持
つ
縁
…
安
田
幸
雄

二
頁

第
二
十
号
　
愛
民
愛
郷
…
山
本
達
夫

二
頁

画
家
渡
辺
崋
山
の
心
象

第
十
一
号

芝
山
祝
寿
図
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）

…
鈴
木
利
昌

三
頁

第
十
二
号

猛
虎
図
（
財
団
法
人
平
野
美
術
館
蔵
）

…
鈴
木
利
昌

三
頁

第
十
三
号

蘆
汀
双
鴨
図
（
常
葉
美
術
館
蔵
）

…
鈴
木
利
昌

三
頁

第
十
四
号

雛
祭
図
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）

…
鈴
木
利
昌

三
頁

第
十
五
号
　
立
原
翠
軒
像
稿
…
鈴
木
利
昌

三
頁

第
十
六
号
　
乳
犬
図
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）

…
鈴
木
利
昌

三
頁

第
十
七
号

漢
高
祖
k
食
其
見
図
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）

…
鈴
木
利
昌

三
頁

第
十
八
号

富
峰
驟
雨
図
（
常
葉
美
術
館
蔵
）

…
鈴
木
利
昌

三
頁

第
十
九
号

高
士
観
瀑
図
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）

…
磯
部
奈
三
子

三
頁

第
二
十
号

換
鵞
図
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）

…
磯
部
奈
三
子

三
頁

特
集
記
事

第
十
一
号

財
団
法
人
崋
山
会
寄
附
行
為

四
頁

崋
山
会
報
索
引

十
一
頁

第
十
二
号

高
野
長
英
獄
中
書
簡
「
鳥
の
鳴
聲
」

…
佐
久
間
賢

十
五
頁

第
十
三
号

国
宝
鷹
見
泉
石
像
の
モ
デ
ル
が
集
め
た
文
物

古
河
歴
史
博
物
館
「
鷹
見
泉
石
展
」
へ
の
招

待

十
二
頁

第
十
八
号

田
原
藩
の
参
勤
交
代
に
つ
い
て
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…
加
藤
寛
二

八
頁

博
物
館
所
蔵
品
か
ら

第
十
一
号
　
孔
門
十
哲
像
④
冉
雍
像

…
磯
部
奈
三
子

七
頁

第
十
二
号
　
孔
門
十
哲
像
⑤
宰
予
像

…
磯
部
奈
三
子

九
頁

第
十
三
号

孔
門
十
哲
像
⑥
端
木
像

…
磯
部
奈
三
子

七
頁

第
十
四
号

孔
門
十
哲
像
⑦
冉
有
像

…
磯
部
奈
三
子

十
一
頁

第
十
五
号

孔
門
十
哲
像
⑧
卜
商
像

…
磯
部
奈
三
子

十
一
頁

第
十
六
号

孔
門
十
哲
像
⑨
季
路
像

…
磯
部
奈
三
子

七
頁

第
十
七
号

孔
門
十
哲
像
⑩
言
偃
像

…
磯
部
奈
三
子

八
頁

第
十
九
号

市
指
定
文
化
財
『
漂
民
聞
書
』
の
世
界

…
天
野
敏
規

八
頁

崋
山
史
跡
紹
介

第
十
二
号

神
島
紀
行

…
博
物
館
友
の
会
朝
倉
正
巳

十
頁

第
十
四
号

和
田
倉
門
跡
…
鈴
木
利
昌

十
四
頁

第
十
七
号

田
原
城
跡
…
鈴
木
利
昌

十
四
頁

資
料
紹
介

第
十
一
号

渡
辺
崋
山
の
「
自
律
狂
歌
草
稿
」
鑑
賞
（
三
）

…
山
田
哲
夫

八
頁

第
十
二
号

鴃
舌
小
記
・
鴃
舌
或
問
①

…
渡
辺
亘
祥

四
頁

渡
辺
崋
山
の
「
自
律
狂
歌
草
稿
」
鑑
賞
（
四
）

…
山
田
哲
夫

八
頁

第
十
三
号

鴃
舌
小
記
・
鴃
舌
或
問
②

…
渡
辺
亘
祥

四
頁

渡
辺
崋
山
の
「
自
律
狂
歌
草
稿
」
鑑
賞
（
五
）

…
山
田
哲
夫

八
頁

第
十
四
号

鴃
舌
小
記
・
鴃
舌
或
問
③

…
渡
辺
亘
祥

四
頁

渡
辺
崋
山
の
「
自
律
狂
歌
草
稿
」
鑑
賞
（
六
）

…
山
田
哲
夫

八
頁

第
十
五
号

鴃
舌
小
記
・
鴃
舌
或
問
④

…
渡
辺
亘
祥

四
頁

渡
辺
崋
山
の
「
自
律
狂
歌
草
稿
」
鑑
賞
（
七
）

…
山
田
哲
夫

八
頁

第
十
六
号

鴃
舌
小
記
・
鴃
舌
或
問
⑤

…
渡
辺
亘
祥

四
頁

渡
辺
崋
山
の
「
自
律
狂
歌
草
稿
」
鑑
賞
（
八
）

…
山
田
哲
夫

八
頁

第
十
七
号

渡
辺
崋
山
外
国
事
情
書
①

…
渡
辺
亘
祥

四
頁

渡
辺
崋
山
の
「
自
律
狂
歌
草
稿
」
鑑
賞
（
九
）

…
山
田
哲
夫

九
頁

第
十
八
号

渡
辺
崋
山
外
国
事
情
書
②

…
渡
辺
亘
祥

四
頁

渡
辺
崋
山
の
「
自
律
狂
歌
草
稿
」
鑑
賞
（
十
）

…
山
田
哲
夫

九
頁

第
十
九
号

渡
辺
崋
山
外
国
事
情
書
③

…
渡
辺
亘
祥

四
頁

渡
辺
崋
山
『
俳
画
冊
』
鑑
賞
（
一
）

…
山
田
哲
夫

九
頁

第
二
十
号

渡
辺
崋
山
外
国
事
情
書
④

…
渡
辺
亘
祥

四
頁

渡
辺
崋
山
『
俳
画
冊
』
鑑
賞
（
二
）

…
山
田
哲
夫

八
頁

各
地
の
博
物
館
・
美
術
館
を
た
ず
ね
て

第
十
三
号

常
葉
美
術
館
…
鈴
木
利
昌

十
五
頁

第
十
六
号

九
州
国
立
博
物
館
…
磯
部
奈
三
子

十
四
頁
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会
員
か
ら

第
十
三
号

学
校
教
育
と
崋
山
…
柴
田
雅
芳

十
一
頁

第
十
四
号

「
鷹
見
泉
石
展
」
を
観
覧
し
て

…
林
哲
志

十
二
頁

第
十
五
号

渡
辺
崋
山
の
地
方
認
識

…
別
所
興
一

十
二
頁

崋
山
史
跡
『
参
海
雑
志
』
に
み
る
伊
良
湖
の

ス
ケ
ッ
チ
…
林
哲
志

十
四
頁

第
十
六
号

善
雄
寺
・
谷
中
墓
所
の
墓
参
と
北
斎
展

…
加
藤
克
己

十
二
頁

第
十
七
号

崋
山
の
田
原
行
（
一
）

…
柴
田
雅
芳

十
二
頁

第
十
八
号

崋
山
の
田
原
行
（
二
）

…
柴
田
雅
芳

十
二
頁

下
田
市
泰
平
寺
戸
田
忠
次
公
墓
所
と
黒
船
来

航
の
史
跡
を
訪
ね
て
…
中
神
昌
秀

十
四
頁

第
十
九
号

崋
山
の
田
原
行
（
三
）

…
柴
田
雅
芳

十
二
頁

第
二
十
号

伊
豆
韮
山
・
戸
田
の
史
跡
を
訪
ね
て

…
加
藤
克
己

十
一
頁

崋
山
の
田
原
行
（
四
）

…
柴
田
雅
芳

十
三
頁

学
校
に
て

第
十
一
号

大
草
小
学
校
で
聞
き
ま
し
た
　
崋
山
を
知
っ

て
ま
す
か
？

十
四
頁

第
十
二
号

高
松
小
学
校
で
聞
き
ま
し
た
　
崋
山
を
知
っ

て
ま
す
か
？

十
四
頁

第
十
三
号

赤
羽
根
小
学
校
で
聞
き
ま
し
た
　
崋
山
を
知

っ
て
ま
す
か
？

十
四
頁

第
十
四
号

若
戸
小
学
校
で
聞
き
ま
し
た
　
崋
山
を
知
っ

て
ま
す
か
？

十
五
頁

博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
十
一
号

田
原
市
博
物
館
販
売
物
ご
案
内

十
五
頁

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内

十
六
頁

第
十
二
号

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内

十
六
頁

第
十
三
号

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内

十
六
頁

第
十
四
号

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内

十
六
頁

第
十
五
号

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内

十
六
頁

第
十
六
号

博
物
館
春
の
企
画
展
　
か
ら
く
り
人
形
師

玉
屋
庄
兵
衛
の
世
界
展

十
五
頁

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内

十
六
頁

第
十
七
号

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内

十
六
頁

第
十
八
号
　
財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内

十
六
頁

第
十
九
号
　
博
物
館
秋
の
企
画
展
　
渡
辺
小
華
展

十
四
頁

赤
羽
根
文
化
会
館
・
渥
美
郷
土
資
料
館
　
特

別
展
　
愛
知
県
美
術
館
移
動
美
術
館
　
名
画

へ
の
旅

十
五
頁

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内

十
六
頁

第
二
十
号

渥
美
郷
土
資
料
館
「
岡
野
薫
子
の
世
界
」
展

博
物
館
「
向
井
潤
吉
展
」

十
五
頁

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内

十
六
頁

崋
山
会
報
は
四
月
と
十
月
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

崋
山
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
、
崋

山
会
館
、
田
原
市
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

田
原
市
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.taharam

useum
.gr.jp

）
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
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十
月
四
日
〜
十
一
月
九
日

秋
の
企
画
展
「
大
橋
翠
石
展
―
日

本
一
の
虎
の
画
家
」（
企
画
展
示
室
）

崋
山
の
二
男
の
小
華
に
師
事
し
て
絵
を

学
ん
だ
岐
阜
・
大
垣
出
身
の
画
家
。
明

治
３３
年
の
パ
リ
万
博
で
日
本
人
画
家
と

し
て
た
だ
一
人
優
勝
金
牌
を
受
賞
し
、

そ
の
後
も
数
々
の
受
賞
を
重
ね
た
虎
画

家
。
作
品
約
９３
点
を
展
観
し
、
そ
の
画

業
と
活
動
に
迫
る
。

同
時
開
催
　
崋
山
の
肖
像
画
と
重
要

文
化
財
孔
門
十
哲
像
（
特
別
展
示
室
）

十
一
月
十
四
日
〜
十
二
月
二
十
七
日

渡
辺
崋
山
の
師
を
中
心
に（

特
別
展
示
室
）

田
原
の
歴
史
〜
市
指
定
文
化
財
「
田
原

藩
の
御
納
戸
本
を
中
心
に
」

（
企
画
展
示
室
１
）

鈴
木
敏
雄
陶
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
企
画
展
示
室
２
）

一
月
六
日
〜
二
月
十
五
日

渡
辺
崋
山
と
渡
辺
小
華（
特
別
展
示
室
）

田
原
の
美
術
〜
鈴
木
充
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
企
画
展
示
室
１
）

田
原
藩
の
蘭
学
・
砲
術（企

画
展
示
室
２
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
　
二
月
八
日

午
前
十
一
時
　
当
館
学
芸
員

二
月
十
九
日
〜
三
月
二
十
二
日

春
間
近
〜
崋
椿
系
画
家
の
百
花

（
特
別
展
示
室
・
企
画
展
示
室
１
）

ひ
な
人
形
展

（
企
画
展
示
室
２
）

二
月
十
五
日

午
後
一
時
三
十
分

ア
ツ
ミ
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

白
士
会
委
員
道
家
珍
彦
氏

三
月
八
日

午
後
一
時
三
十
分

文
人
画
の
流
れ
と
大
橋
翠
石

当
館
学
芸
員

常
設
展
示
室
で
は
渡
辺
崋
山
の
生
涯
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

民
俗
資
料
館
で
は
田
原
の
暮
ら
し
を
中

心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

赤
羽
根
文
化
会
館
展
示
室
で
も
所
蔵
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

企
画
展

一
　
般
　
　
　
六
〇
〇
円
（
四
八
〇
円
）

小
中
生
　
　
　
無
　
　
料

平
常
展

一
　
般
　
　
　
二
一
〇
円
（
一
六
〇
円
）

小
中
生
　
　
　
一
〇
〇
円
（
八
〇
円
）

（

）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
の
料
金

毎
週
月
曜
日
は
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日

十
一
月
一
日
〜
十
二
月
十
四
日

企
画
展
「
渥
美
郷
土
資
料
館
所
蔵
作
品

に
よ
る
　
郷
土
の
画
人
展
」

企
画
展
示
室
ほ
か

二
月
十
四
日
〜
三
月
十
五
日

企
画
展
「
ひ
な
祭
り
展
」

企
画
展
示
室
ほ
か

※
入
館
無
料

申
込
場
所
　
崋
山
会
館
事
務
室

毎
月
第
四
土
曜
日
研
究
会

視
察
研
修
（
年
一
回
）
に
参
加
で
き

ま
す
。

崋
山
会
報
　
第
二
十
一
号

平
成
二
〇
年
十
月
一
一
日
発
行

編
集
発
行

財
団
法
人
崋
山
会

理
事
長
　
白
井
孝
市

事
務
局
長
　
山
田
憲
一

〒
四
四
一
｜
三
四
二
一

愛
知
県
田
原
市
田
原
町
巴
江
一
二
の
一

ＴＥＬ
○
五
三
一
・
二
二
・
一
七
○
○

ＦＡＸ
○
五
三
一
・
二
二
・
一
七
○
一

編
集
・
協
力

田
原
市
博
物
館

崋
山
・
史
学
研
究
会

会
　
長
　
渡
辺
亘
祥

吉
川
利
明
　
林
　
和
彦

山
田
哲
夫
　
別
所
興
一

林
　
哲
志
　
中
村
正
子

小
川
金
一
　
柴
田
雅
芳

加
藤
克
己
　
中
神
昌
秀

増
山
禎
之

※
崋
山
会
報
ご
希
望
の
方
は
崋
山
会
館
・

田
原
市
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

次
回
発
行
予
定
　
平
成
二
一
年
四
月
一
一
日
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